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課
の
名
前
を
地
域
言
葉
で

閑話休題

地
域
は
、
自
然
と
も
の
と
人
が

織
り
成
す
文
化
で
あ
る
と
も
い
え

る
。
地
域
言
葉
は
、
そ
の
表
現
手

段
と
し
て
最
も
基
本
的
な
も
の
で

あ
る
。
そ
の
地
域
の
人
々
が
、
長
い
間
、

使
っ
て
き
た
独
自
の
語
彙
・
語
法
で
あ

る
。
地
域
言
葉
は
、
方
言
と
か
、
お
国
言

葉
と
か
い
わ
れ
る
よ
う
に
標
準
語
な

い
し
共
通
語
と
区
別
さ
れ
て
き
た
。

国
民
国
家
の
形
成
と
維
持
に
標
準
語

の
普
及
が
欠
か
せ
な
か
っ
た
こ
と
は
確
か

で
あ
る
が
、
そ
の
過
程
で
、
地
域
言
葉
は
、

ど
こ
か
恥
ず
か
し
い
よ
う
な
肩
身
の
狭
い

思
い
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
た
。
実
際
、

地
域
言
葉
を
蔑
む
人
々
も
少
な
く
な
か
っ

た
。
東
京
な
ど
へ
出
て
き
た
人
が
、
あ
え

て
自
分
の
地
域
言
葉
を
押
し
隠
そ
う
と
す

る
傾
向
は
今
で
も
見
ら
れ
る
。

し
か
し
、
地
域
に
人
々
が
暮
ら
し
て
い

る
限
り
、
地
域
の
言
葉
が
失
わ
れ
る
こ
と

は
な
い
。
分
権
時
代
を
迎
え
て
、
従
来
、

と
も
す
れ
ば
標
準
語
を
気
に
し
す
ぎ
て
自

分
た
ち
の
言
葉
を
軽
視
し
て
き
た
こ
と
を

反
省
し
、
い
ろ
い
ろ
と
工
夫
し
て
、
地
域

言
葉
を
蘇
ら
せ
て
い
き
た
い
。

沖
縄
の
那
覇
市
が
、
こ
の
四
月
か
ら
、

従
来
の
「
介
護
長
寿
課
」
を
「
ち
ゃ
ー
が

ん
じ
ゅ
う
課
」
と
言
い
換
え
る
そ
う
で
あ

る
。「
ち
ゃ
ー
が
ん
じ
ゅ
う
」
と
は
、
標

準
語
で
は
「
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
」
を

表
す
地
域
の
言
葉
で
あ
る
と
い
う
。
好
評

な
ら
、
こ
う
し
た
「
方
言
窓
口
」
を
増
や

す
と
い
う
。
本
土
か
ら
の
来
訪
者
に
は
、

方
言
の
一
つ
の
覚
え
て
も
ら
お
う
と
い
う

発
想
で
あ
る
。

私
は
、
以
前
か
ら
、
自
治
体
は
国
民
を

教
育
す
る
と
同
時
に
地
域
人
を
育
て
る
必

要
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
き
た
が
、
那

覇
市
の
試
み
は
、
意
に
適
っ
た
り
、

と
喜
ば
し
い
。
全
国
の
町
村
で
、
こ

う
し
た
事
例
が
あ
っ
た
ら
ぜ
ひ
教
え

て
ほ
し
い
。
課
の
名
前
に
限
ら
ず
、
計
画

や
条
例
の
中
に
も
地
域
言
葉
を
織
り
込

み
、
日
本
の
町
村
が
い
か
に
多
様
で
あ
る

か
を
具
体
的
に
示
し
て
い
き
た
い
。

（
千
葉
大
学
教
授
・
東
京
大
学
名
誉
教
授

大
森

彌
）

陽春
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政
府
は
二
月
十
三
日
、「
地
方
交
付
税

法
改
正
案
」
を
閣
議
決
定
し
た
。

今
回
の
法
案
で
は
、
臨
時
財
政
対
策
債

の
導
入
に
よ
り
地
方
交
付
税
の
不
足
分
に

充
て
る
交
付
税
特
別
会
計
の
新
規
借
り
入

れ
を
四
兆
三
、
四
〇
〇
億
円
と
前
年
度
か

ら
ほ
ぼ
半
減
さ
せ
た
の
が
ポ
イ
ン
ト
。

平
成
十
三
年
度
の
地
方
財
政
対
策
お
い

て
は
、
国
と
地
方
の
責
任
分
担
の
更
な
る

明
確
化
を
図
る
た
め
、
平
成
十
三
年
度
か

ら
平
成
十
五
年
度
ま
で
の
間
に
お
い
て
予

定
さ
れ
て
い
る
交
付
税
特
別
会
計
借
入
金

の
償
還
を
平
成
十
九
年
度
以
降
に
繰
り
延

べ
る
こ
と
と
し
た
上
で
、
な
お
生
ず
る
財

源
不
足
の
う
ち
建
設
地
方
債
の
増
発
等
を

除
い
た
残
余
に
つ
い
て
は
、
国
と
地
方
が

折
半
し
て
補
て
ん
す
る
こ
と
と
し
、
国
負

担
分
に
つ
い
て
は
、
国
の
一
般
会
計
か
ら

の
加
算
に
よ
り
、
地
方
負
担
分
に
つ
い
て

は
、「
地
方
財
政
法
」
第
五
条
の
特
例
と

な
る
地
方
債
「
臨
時
財
政
対
策
債
」
に
よ

り
補
て
ん
す
る
制
度
改
正
を
行
っ
た
。

▽
地
方
交
付
税
総
額

平
成
十
三
年
度
の
地
方
交
付
税
は
、
国

税
五
税
の
法
定
率
分
一
三
兆
八
、
九
〇
〇

億
円
に
一
般
会
計
に
お
け
る
加
算
措
置
二

兆
四
〇
〇
億
円
を
加
え
た
一
五
兆
九
、
三

〇
〇
億
円
が
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
額
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
交
付
税
特
別
会
計

借
入
金
四
兆
三
、
四
〇
〇
億
円
、
交
付
税

特
別
会
計
剰
余
金
等
一
、
八
〇
〇
億
円
を

加
算
し
、
こ
こ
か
ら
交
付
税
特
別
会
計
借

入
金
支
払
利
子
分
六
、
三
〇
〇
億
円
を
減

額
し
た
二
〇
兆
三
、
五
〇
〇
億
円
（
対
前

年
度
比
五
・
〇
％
減
）
が
交
付
税
総
額
と

な
っ
て
い
る
。

（
基
準
財
政
収
入
額
）

基
準
財
政
収
入
額
の
算
定
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
、
地
方
特
例
交
付
金
を
基

準
財
政
収
入
額
の
項
目
と
し
て
算
定
す
る

こ
と
と
し
、
道
府
県
分
八
〇
％
、
市
町
村

分
七
五
％
が
算
入
さ
れ
る
こ
と
。

ま
た
、
恒
久
的
な
減
税
に
よ
る
地
方
税

の
減
収
額
の
う
ち
、
道
府
県
分
に
あ
っ
て

は
、毎
年
度
法
律
に
基
づ
き
定
め
る
率
を
、

市
町
村
分
に
あ
っ
て
は
、
四
分
の
一
を
、

そ
れ
ぞ
れ
乗
じ
て
得
た
額
の
道
府
県
分
に

あ
っ
て
は
、
八
〇
％
、
市
町
村
分
に
あ
っ

て
は
、
七
五
％
を
基
準
財
政
収
入
額
に
加

算
す
る
特
例
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
し
て

い
る
こ
と
。
な
お
、
当
該
額
に
つ
い
て
は
、

全
額
減
収
補
て
ん
債
に
よ
り
措
置
さ
れ
た

も
の
と
し
て
、
当
該
元
利
償
還
金
の
全
額

を
後
年
度
基
準
財
政
需
要
額
に
算
入
さ
れ

る
こ
と
。

（
基
準
財
政
需
要
額
）

一
、
基
準
財
政
需
要
額
の
改
正
点
は
、

�
前
年
度
に
引
き
続
き
、
公
共
事
業
等
の

建
設
事
業
債
（
財
源
対
策
債
）
へ
の
振
替

え
が
行
わ
れ
る
こ
と
。

�
新
た
に
臨
時
財
政
対
策
債
を
発
行
す
る

こ
と
と
し
、
こ
れ
に
伴
い
経
常
経
費
に
係

る
「
企
画
振
興
費
」
及
び
「
そ
の
他
の
諸

費
（
人
口
）」並
び
に
投
資
的
経
費
に
係
る

「
そ
の
他
の
土
木
費
」
及
び
「
そ
の
他
の

諸
費
（
人
口
・
面
積
）」の
単
位
費
用
を
引

き
下
げ
る
こ
と
と
し
、
一
兆
四
、
四
八
八

億
円
を
基
準
財
政
需
要
額
か
ら
減
額
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
。

�
国
勢
調
査
等
の
結
果
に
基
づ
く
測
定
単

位
（
人
口
等
）
の
置
換
え
が
行
わ
れ
る
こ

と
。

�
算
定
方
法
の
簡
素
化
・
簡
明
化
等
の
推

進
を
図
る
こ
と
。

二
、
基
準
財
政
需
要
額
（
臨
時
財
政
対
策

債
へ
の
振
替
後
）
の
伸
び
率
は
、

�
経
常
経
費
に
あ
っ
て
は
、道
府
県
分
一
・

〇
％
程
度
の
減
、
市
町
村
分
一
・
〇
％
程

度
の
減

�
投
資
的
経
費
に
あ
っ
て
は
、
道
府
県
分

一
三
・
〇
％
程
度
の
減
、
市
町
村
分
九
・

五
％
程
度
の
減
ー
と
見
込
ん
だ
こ
と
。

▽
経
常
経
費

一
、
日
本
新
生
緊
急
基
盤
整
備
事
業
（
日

本
新
生
事
業
・
ソ
フ
ト
分
）
に
要
す
る
経

費

日
本
新
生
の
た
め
の
発
展
基
盤
を
緊
急

に
整
備
す
る
た
め
の
経
費
（
地
域
Ｉ
Ｔ
の

推
進
経
費
と
の
重
複
分
を
除
く
）
と
し
て

一
四
億
円
（
市
町
村
）
が
単
位
費
用
と
し

て
措
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。（
そ
の
他
の

諸
費
「
人
口
」）

二
、
介
護
保
険
制
度
の
支
援
を
は
じ
め
と

す
る
少
子
・
高
齢
社
会
に
向
け
た
地
域
福

祉
施
策
に
要
す
る
経
費
の
充
実

�
介
護
保
険
関
連
施
策
を
充
実
す
る
た
め

単
位
費
用
が
増
額
さ
れ
た
こ
と
。（
高
齢

者
保
険
福
祉
費
）

�
新
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
関
連
経
費
の
充
実

の
た
め
単
位
費
用
が
増
額
さ
れ
た
こ
と
。

三
、
国
土
保
全
に
要
す
る
経
費

地
域
の
特
性
を
活
か
し
て
自
主
的
・
主

体
的
に
国
土
保
全
に
資
す
る
施
策
を
推
進

す
る
た
め
の
ソ
フ
ト
事
業
に
要
す
る
経
費

五
五
〇
億
円
（
市
町
村
分
）
が
単
位
費
用

等
で
措
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。（
そ
の
他

の
諸
費
「
面
積
」）

四
、
住
民
の
話
し
合
い
の
場
づ
く
り
等
に

要
す
る
経
費
（
新
規
）「
わ
が
ま
ち
づ
く

り
事
業
」

住
民
に
よ
る
話
し
合
い
の
場
づ
く
り
や

そ
の
結
果
を
受
け
た
取
り
組
み
に
要
す
る

経
費
七
五
〇
億
円
（
市
町
村
分
）
が
単
位

費
用
と
し
て
措
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。（
企

画
振
興
費
）

五
、
中
心
市
街
地
再
活
性
化
対
策
に
要
す

る
経
費

中
心
市
街
地
の
再
活
性
化
を
推
進
す
る

た
め
、
地
方
公
共
団
体
が
計
画
的
、
総
合

的
に
実
施
す
る
事
業
に
要
す
る
経
費
四
〇

〇
億
円
（
市
町
村
分
）
が
単
位
費
用
と
し

て
措
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。（
商
工
行
政

費
）
六
、
教
育
の
情
報
化
に
要
す
る
経
費

▼
▽
交
付
税
特
別
会
計
借
入
金
前
年
度
よ
り
半
減
△
▲

地地
方方
交交
付付
税税
法法
改改
正正
法法
案案
をを
閣閣
議議
決決
定定

政 策

２平成１３年３月２６日町 村 週 報第２３５０号 （第三種郵便物認可）



市町村分 （単位：円、％）

伸 び 率
（C）/（B）×１００

０．９
０．０
－１．５
０．３
－５．４
皆増
６．３
２．２
０．０
２．３
－３．５
４．９
０．０
１．０
０．０

－１３．９
１．５
３．５
５．０
４．７
１．５
２．２
５．０
７．１
１．４
２．８
８．０
６．３
３．３
３．９
２．４
６．６
－５．４
３．８
６．８
０．０
８．１
０．３
－１．０
１０．４
５．９
０．８
３．８
－３．１
－１２．９
１３．１
－０．６
１．１
５．０

－１５．６
－１２．８
４．６

－３８．４
０．０
０．０
０．０
６６．７
－７．１
－６．８
０．０
０．０
－３．１
０．０

２１５．０
０．０
０．０
０．０
０．０
０．０
０．０
０．０
皆減

（A）‐（B）
（C）
１００
０

－１０，０００
１００
－４８０
１４，７００
４００
３０
０
１５
－１１
２，０００
０
１
０
－８８
７００

３２，０００
３７，０００
４８８，０００
６００

２５，０００
３７，０００
９０５，０００
１１４，０００
２，０００
２，９００
３８０
１２

１５，０００
１２０
４５０
－３３
１４０

４，７００
０

３，２００
２０
－８
６，１００
２，６００
１０

４，０００
－４，０００
－６３０
１８０
－６０
２０
１５０

－１，９００
－２５０

１１６，０００
－１７８，０００

０
０
０
８
－５
－５
０
０
－３
０
４３
０
０
０
０
０
０
０

－９，８９０

平 成１２年 度
単位費用（当初）

（B）
１０，６００
１２２，０００
６７０，０００
３５，０００
８，９４０
－
６，３１０
１，３６０
１，２７０
６５８
３１４

４０，８００
１６０
１０１

１，５９０
６３４

４６，５００
９１２，０００
７３８，０００

１０，３２４，０００
３９，４００

１，１２５，０００
７３８，０００

１２，８１６，０００
７，９３０，０００
７１，１００
３６，２００
６，０１０
３６６

３８６，０００
５，１００
６，８３０
６１２

３，６９０
６９，０００
２，７８０
３９，５００
７，１９０
７８７

５８，８００
４３，９００
１，２００

１０４，０００
１２８，０００
４，９００
１，３７０
９，７６０
１，８００
２，９９０
１２，２００
１，９５０

２，５２５，０００
４６４，０００
９５０
８００
８００
１２
７０
７４
８７
１４９
９７
４１
２０
８００
７００
５００
５００
５００
７００
９５０

９，８９０

平 成１３年 度
単 位 費 用

（A）
１０，７００
１２２，０００
６６０，０００
３５，１００
８，４６０
１４，７００
６，７１０
１，３９０
１，２７０
６７３
３０３

４２，８００
１６０
１０２

１，５９０
５４６

４７，２００
９４４，０００
７７５，０００

１０，８１２，０００
４０，０００

１，１５０，０００
７７５，０００

１３，７２１，０００
８，０４４，０００
７３，１００
３９，１００
６，３９０
３７８

４０１，０００
５，２２０
７，２８０
５７９

３，８３０
７３，７００
２，７８０
４２，７００
７，２１０
７７９

６４，９００
４６，５００
１，２１０

１０８，０００
１２４，０００
４，２７０
１，５５０
９，７００
１，８２０
３，１４０
１０，３００
１，７００

２，６４１，０００
２８６，０００
９５０
８００
８００
２０
６５
６９
８７
１４９
９４
４１
６３
８００
７００
５００
５００
５００
７００
９５０

－

区 分

経 常
経 常
投 資
経 常
投 資
経 常
投 資
経 常
投 資
経 常
投 資
経 常
経 常
投 資
経 常
投 資
経 常
経 常
投 資
経 常
経 常
経 常
投 資
経 常
経 常
経 常
投 資
経 常
投 資
経 常
経 常
経 常
投 資
経 常
経 常
投 資
経 常
経 常
投 資
経 常
投 資
経 常
経 常
投 資
経 常
投 資
経 常
経 常
経 常
経 常
投 資
経 常
投 資

１ 災 害 復 旧 費
２ 辺 地 対 策 事 業 債 償 還 費

平成１０年度以前許可債に係るもの
平成１１年度以後許可債に係るもの

４ 地 方 税 減 収 補 て ん 債 償 還 費
５ 地 域 財 政 特 例 対 策 債 償 還 費
６ 臨 時 財 政 特 例 債 償 還 費
７ 公 共 事 業 等 臨 時 特 例 債 償 還 費
８ 財 源 対 策 債 償 還 費
９ 減 税 補 て ん 債 償 還 費
１０ 臨 時 税 収 補 て ん 債 償 還 費
１１ 地 域 改 善 対 策 特 定 事 業 債 等 償 還 費
１２ 過 疎 対 策 事 業 債 償 還 費
１３ 公 害 防 止 事 業 債 償 還 費
１４ 石 油 コ ン ビ ナ ー ト 等 債 償 還 費
１５ 地 震 対 策 緊 急 整 備 事 業 債 償 還 費
１６ 合 併 特 例 債 償 還 費
１７ 災 害 復 興 等 債 利 子 支 払 費

農業、林業及び漁業の従業者数

人 口
道 路 の 面 積
道 路 の 延 長

係留施設の延長
外郭施設の延長
係留施設の延長
外郭施設の延長

都市計画区域に
お け る 人 口
人 口

都市公園の面積
人 口

人 口

児 童 数
学 級 数

学 校 数
生 徒 数
学 級 数

学 校 数
教 職 員 数
生 徒 数

人 口

幼稚園の幼児数
市 部 人 口
人 口

人 口
６５歳以上人口

７０歳以上人口
人 口

農 家 数

人 口
林業、水産業及び
鉱業の従業者数
人 口

世 帯 数
戸 籍 数
世 帯 数
人 口

面 積

港
湾
港
湾

一 消 防 費
１ 道路橋りょう費

２ 港 湾 費

３ 都 市 計 画 費

４ 公 園 費

５ 下 水 道 費

６ その他土木費

１ 小 学 校 費

２ 中 学 校 費

３ 高 等 学 校 費

４ その他の教育費

１ 生 活 保 護 費
２ 社 会 福 祉 費

３ 保 健 衛 生 費
４ 高齢者保健福祉費

５ 清 掃 費

１ 農 業 行 政 費

２ 商 工 行 政 費
３ その他の産業経済費

１ 企 画 振 興 費

２ 徴 税 費
３ 戸籍住民基本台帳費

４ その他の諸費

３ 補正予算債償還費

八 農山漁村地域活性化対策費

二

土

木

費

三

教

育

費

四

厚

生

費

五
産
業
経
費

六
そ
の
他
の
行
政
費

七

公

債

費

（第三種郵便物認可） 第２３５０号町 村 週 報平成１３年３月２６日

政 策
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全

国

町
村
会

平
成
十
七
年
度
を
目
標
に
す
べ
て
の
公

立
小
中
学
校
等
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

ア
ク
セ
ス
で
き
、
す
べ
て
の
学
級
の
あ
ら

ゆ
る
授
業
に
お
い
て
教
員
お
よ
び
生
徒
が

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
活
用
で
き
る
環
境
を

整
備
す
る
た
め
の
経
費
一
、
八
五
五
億
円

（
市
町
村
分
）
が
単
位
費
用
と
し
て
措
置

さ
れ
る
こ
と
。（
小
中
学
校
費
）

七
、
農
山
漁
村
関
連
施
策
に
要
す
る
経
費

�
地
方
公
共
団
体
が
取
り
組
む
農
山
漁

村
に
お
け
る
後
継
者
の
育
成
・
確
保
対
策

や
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の
経
費
三

七
〇
億
円
（
市
町
村
）
が
単
位
費
用
等
で

措
置
さ
れ
る
こ
と
。（
企
画
振
興
費
）

�
森
林
の
有
す
る
多
様
な
機
能
に
つ
い

て
の
幅
広
い
知
識
・
技
術
を
有
す
る
人
材

の
育
成
等
に
要
す
る
経
費
一
八
億
円
（
市

町
村
）
が
単
位
費
用
と
し
て
措
置
さ
れ
る

こ
と
。（
そ
の
他
の
産
業
経
済
費
）

▽
投
資
的
経
費

基
準
財
政
需
要
額
の
一
部
を
下
記
の
と

お
り
建
設
事
業
債
（
財
源
対
策
債
）
に
振

り
替
え
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
し
て
い

る
こ
と
。

�
前
年
度
に
引
き
続
き
、
一
般
公
共
事
業

債
の
充
当
率
の
臨
時
的
引
上
げ
等
に
伴

い
、
投
資
的
経
費
の
単
位
費
用
を
引
き
下

げ
る
こ
と
に
よ
り
基
準
財
政
需
要
額
か
ら

減
額
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
。な
お
、

振
り
替
え
ら
れ
た
元
利
償
還
金
に
つ
い
て

は
、
そ
の
八
〇
％
を
「
財
源
対
策
債
償
還

費
」
に
お
い
て
公
債
費
方
式
に
よ
り
、
二

〇
％
を
関
係
費
目
に
お
け
る
単
位
費
用
に

お
い
て
標
準
事
業
費
方
式
に
よ
り
後
年
度

基
準
財
政
需
要
額
に
算
入
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
こ
と
。

�
前
年
度
に
引
き
続
き
、
義
務
教
育
施
設

整
備
及
び
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
に
係
る

地
方
債
の
充
当
率
の
臨
時
的
引
上
げ
に
伴

い
、
事
業
費
補
正
の
適
用
を
縮
減
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
こ
と
。
な
お
、
引
き
上
げ

ら
れ
た
地
方
債
の
元
利
償
還
金
に
つ
い
て

は
、
そ
の
全
額
を「
財
源
対
策
債
償
還
費
」

に
お
い
て
公
債
費
方
式
に
よ
り
後
年
度
基

準
財
政
需
要
額
に
算
入
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
こ
と
。

�
前
年
度
に
引
き
続
き
、
ふ
る
さ
と
づ
く

り
事
業
、
地
方
特
定
道
路
整
備
事
業
等
に

係
る
、
当
該
年
度
分
事
業
費
補
正
に
つ
い

て
は
、そ
の
適
用
を
臨
時
的
に
取
り
や
め
、

建
設
地
方
債
へ
の
振
り
替
え
を
行
う
と
と

も
に
、
緊
急
下
水
道
整
備
特
定
事
業
、
流

域
下
水
道
事
業
等
に
つ
い
て
、
公
営
企
業

債
へ
の
振
り
替
え
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

る
こ
と
。
な
お
、
振
り
替
え
ら
れ
た
地
方

債
の
元
利
償
還
金
に
つ
い
て
は
、
そ
の
全

額
を
基
準
財
政
需
要
額
に
算
入
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
こ
と
。

市
町
村
合
併
推
進
の
指
針
に
対
し
緊
急
要
望

全
国
町
村
会
は
、
三
月
十
九
日
、

総
務
省
が
各
都
道
府
県
に
対
し
て
示

し
た「『
市
町
村
合
併
の
推
進
に
つ
い

て
の
要
綱
』
を
踏
ま
え
た
今
後
の
取

組
（
指
針
）」に
関
し
て
次
の
と
お
り

緊
急
要
望
を
総
務
省
に
提
出
し
た
。

市
町
村
合
併
に
関
す
る
緊
急
要
望

本
会
は
、
か
ね
て
か
ら
市
町
村
合

併
は
、地
方
自
治
の
根
幹
に
関
わ
り
、

将
来
に
わ
た
る
地
域
の
あ
り
方
や
住

民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
最

重
要
事
項
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
関
係

市
町
村
の
自
主
的
な
判
断
に
よ
り
進

め
ら
れ
る
よ
う
、
強
く
要
請
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
今
般
、
総
務
省
に
お

い
て
示
さ
れ
た「『
市
町
村
合
併
の
推

進
に
つ
い
て
の
要
綱
』
を
踏
ま
え
た

今
後
の
取
組
（
指
針
）」つ
い
て
は
、

「
市
町
村
や
地
域
住
民
が
自
主
的
に

取
り
組
む
こ
と
が
基
本
」
で
あ
る
と

し
な
が
ら
、
都
道
府
県
知
事
に
よ
る

合
併
協
議
会
の
設
置
の
勧
告
な
ど
、

半
ば
強
制
的
な
手
法
に
よ
る
合
併
の

推
進
が
懸
念
さ
れ
る
。

よ
っ
て
、
国
及
び
都
道
府
県
は
、

市
町
村
合
併
の
推
進
に
あ
た
っ
て

は
、
国
と
地
方
が
対
等
関
係
で
あ
る

こ
と
を
明
確
に
し
た
地
方
分
権
の
理

念
に
留
意
し
な
が
ら
、
あ
く
ま
で
も

関
係
市
町
村
及
び
地
域
住
民
の
自
主

的
な
判
断
を
尊
重
し
、
国
や
都
道
府

県
が
強
制
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
重

ね
て
強
く
要
請
す
る
。

平
成
十
三
年
三
月
十
九
日

全
国
町
村
会
長

山

本

文

男

�
町
村
週
報
の
購
読
�

「
町
村
週
報
」
の
購
読
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
職
業
、
電

話
番
号
を
お
書
き
の
う
え
、
全
国
町
村
会

広
報
部
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
☆
年
間

一
部
千
五
百
円
☆
料
金
は
請
求
書
を
お
送

り
し
て
か
ら
折
返
し
御
送
金
く
だ
さ
い
☆

〒
一
〇
〇
―
〇
〇
一
四
東
京
都
千
代
田
区

永
田
町
１
・
１１
・
３５
全
国
町
村
会
広
報
部
。

政 策

４平成１３年３月２６日町 村 週 報第２３５０号 （第三種郵便物認可）



平成12年度 過疎地域自立活性化優良事例表彰

ハイカラ浪漫に誘われて�みやぎの明治村�

武
家
屋
敷
通
り

国土庁長官賞

宮宮城城県県
と よ ま まち

登登 米米 町町

現現地地レレポポーートト

は
じ
め
に

「
宮
城
県
登
米
郡
登
米
町
」
と
同
じ

字
を
書
い
て「
と
め
ぐ
ん
と
よ
ま
ま
ち
」

と
読
み
方
の
異
な
る
私
達
の
町
は
、
宮

城
県
の
北
部
に
位
置
し
北
上
川
が
町
の

中
央
を
流
れ
、
東
に
北
上
山
地
、
西
に

は
田
園
地
帯
が
広
が
る
緑
豊
か
な
風
情

の
あ
る
町
で
す
。

明
治
維
新
ま
で
は
伊
達
一
門
、
登
米

伊
達
二
万
一
千
石
の
城
下
町
と
し
て
栄

え
、
そ
の
後
は
北
上
川
を
利
用
し
た
舟

運
に
よ
る
米
等
の
集
散
地
と
し
て
繁
栄

し
、
さ
ら
に
明
治
の
一
時
期
に
は
水
沢

県
庁
が
置
か
れ
、
当
地
方
の
政
治
、
経

済
、
文
化
の
中
心
と
し
て
の
位
置
を
占

め
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
交
通
体
系
等
の
変
化
に
よ

る
舟
運
の
衰
え
、
基
幹
産
業
の
衰
退
に

よ
り
人
口
の
流
出
が
続
き
、
昭
和
三
十

年
に
一
万
人
を
超
え
て
い
た
人
口
も
、

昭
和
六
十
年
代
に
は
六
八
〇
〇
人
ま
で

減
少
し
、
こ
れ
と
い
っ
た
施
策
も
な
い

ま
ま
、町
は
過
疎
化
の
一
途
を
た
ど
り
、

町
民
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
に
欠
け
消
極

的
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

文
化
財
の
保
存
に
よ
る
町
お

こ
し

昭
和
六
十
年
五
月
、
過
疎
脱
却
を
め

ざ
し
近
隣
四
町
が�
競
争
と
協
調
�を
基

本
理
念
に
ミ
ニ
独
立
国
「
み
や
ぎ
北
上

連
邦
」
を
建
国
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
個
性
豊
か
な
土
壌
を
活
か
し
た
テ
ー

マ
を
町
ご
と
に
設
定
し
て
過
疎
脱
却
を

め
ざ
す
こ
と
に
し
た
時
、本
町
は
迷
わ

ず
「
み
や
ぎ
の
明
治
村
づ
く
り
」
を
掲

げ
ま
し
た
。

理
由
は
、
町
内
を
見
回
し
た
時
、
唯

一
残
さ
れ
た
の
が
昔
の
繁
栄
を
物
語
る

歴
史
的
文
化
遺
産
の
数
々
で
、
交
通
体

系
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
の
が
幸
い
し
、

藩
政
時
代
の
町
割
と
そ
の
中
に
武
家
屋

敷
、
土
蔵
造
り
の
商
家
、
明
治
時
代
の

洋
風
建
築
な
ど
が
荒
廃
し
た
ま
ま
取
り

壊
さ
れ
る
事
も
な
く
現
存
し
て
い
ま
し

た
。こ
れ
ら
の
価
値
あ
る
遺
産
の
修
理
復

元
を
図
り
、観
光
資
源
と
し
て
利
用
し
、

町
活
性
化
を
図
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
「
み
や
ぎ
の
明
治
村
構
想
」
を

受
け
て
、
昭
和
六
十
一
年
度
に
「
登
米

町
町
並
み
保
存
整
備
計
画
」
策
定
に
着

手
し
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
計
画
づ
く

り
に
は
、
町
内
の
有
識
者
、
青
年
会
、

婦
人
団
体
な
ど
町
民
自
ら
が
参
加
し
て

計
画
が
練
ら
れ
、
こ
の
中
で
現
存
す
る

文
化
財
の
保
存
整
備
と
、
調
和
の
と
れ

た
美
し
い
町
並
み
を
め
ざ
し
て
整
備
計

画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
明
治
二
十
二

年
建
築
の
旧
登
米
警
察
署
は
警
察
資
料

館
と
し
て
、
ま
た
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
で

あ
り
、
国
の
重
要
文
化
財
に
も
指
定
さ

�
登米町

宮城県

�
仙台市
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蔵
造
り
の
老
舗
薬
局

重
要
文
化
財
旧
登
米
高
等
尋
常
小
学
校

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
マ
マ
さ
ん
ガ
イ
ド
」

れ
て
い
る
明
治
二
十
一
年
建
築
の
旧
登

米
高
等
尋
常
小
学
校
は
教
育
資
料
館

に
、
旧
水
沢
県
庁
は
水
沢
県
庁
記
念
館

と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
整
備
さ
れ
、
一
般
公

開
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
と
平
行
し
て
武
家
屋
敷
や
町
並

み
も
昔
の
姿
を
取
戻
し
、
こ
れ
ら
の
施

設
整
備
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
町
を
訪

れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
観
光
客
が
次
第

に
増
加
し
て
き
ま
し
た
。

官
民
一
体
で
点
か
ら
線
へ

増
え
つ
づ
け
る
観
光
客
に
対
し
て
、

は
じ
め
戸
惑
い
を
見
せ
て
い
た
町
民
も

昔
の
繁
栄
時
代
の
誇
り
を
取
戻
し
、
民

間
の
立
場
で
行
政
に
協
力
で
き
る
こ
と

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
店
舗
改
築

時
に
は
町
並
み
景
観
を
意
識
し
た
建
物

に
積
極
的
に
改
築
す
る
よ
う
に
な
り
、

蔵
造
り
の
銀
行
や
床
屋
、菓
子
店
、町
家

風
の
郵
便
局
、明
治
の
洋
風
建
築
の
店

舗
等
が
町
内
に
増
え
、整
備
の
流
れ
は

確
実
に
点
か
ら
線
へ
移
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
民
間
の
景
観
協
力
に
対

し
、
町
と
し
て
何
か
助
成
措
置
を
と
い

う
こ
と
で
、
平
成
五
年
度
か
ら
「
登
米

町
街
並
み
景
観
助
成
事
業
」
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
、
事
業
費
の
三
分
の
一
を
一
〇

〇
万
円
限
度
で
助
成
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
ハ
ー
ド
面
に
加

え
、
民
間
で
昔
の
醸
造
蔵
を
活
用
し
た

「
蔵
の
資
料
館
」
や
老
舗
薬
局
の
「
く

す
り
と
度
量
衡（
は
か
り
）の
資
料
館
」、

昔
の
農
具
等
を
展
示
し
た
「
民
俗
資
料

館
」
等
が
誕
生
し
「
み
や
ぎ
の
明
治
村
」

を
ソ
フ
ト
面
で
支
え
る
住
民
も
で
て
き

ま
し
た
。

以
前
、
町
を
訪
れ
る
観
光
客
は
年
間

一
万
人
足
ら
ず
で
し
た
が
、
昭
和
六
十

一
年
以
降
こ
れ
ら
の
施
設
整
備
と
と
も

に
年
々
増
加
し
、
現
在
は
二
〇
万
人
を

超
え
、眠
っ
て
い
た（
潜
在
資
源
）町
が
、

目
が
覚
め
た
ら（
掘
り
起
こ
し
）観
光
客

の
来
る
町
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

「
心
の
過
疎
」
か
ら
の
脱
却

一
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
躍

も
目
立
ち
は
じ
め
ま
し
た
。

観
光
客
に
自
分
た
ち
の
町
を
よ
り
詳

し
く
知
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
、

町
内
の
主
婦
た
ち
に
よ
る
「
マ
マ
さ
ん

ガ
イ
ド
」
が
誕
生
し
観
光
施
設
の
案
内

を
買
っ
て
で
ま
し
た
。

き
っ
か
け
は
、「
登
米
の
歴
史
を
も
っ

と
知
ろ
う
」
と
い
う
勉
強
会
で
す
。

平
成
二
年
に
高
齢
者
を
主
体
と
す
る

メ
ン
バ
ー
七
〇
名
で
「
環
境
美
化
奉
仕

団
」
が
組
織
さ
れ
、
ゴ
ミ
の
な
い
き
れ

い
な
町
に
観
光
客
を
迎
え
た
い
と
い
う

こ
と
で
、
町
内
の
環
境
美
化
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
こ
の
き
っ
か
け
も
毎
朝
の

散
歩
時
に
ゴ
ミ
を
拾
う
こ
と
か
ら
発
展

し
た
も
の
で
、
ど
ち
ら
も
自
然
発
生
的

に
誕
生
し
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
誕
生
し

ま
し
た
。

町
内
外
か
ら
千
人
余
り
が
参
加
す
る

「
み
や
ぎ
北
上
連
邦
カ
ッ
パ
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
」は
昭
和
六
十
二
年
に
誕
生
し
、

競
技
は
全
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
役
員
五
〇

〇
名
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
、
お
も
し
ろ

企
画
等
で
い
ろ
い
ろ
な
お
も
て
な
し
を

工
夫
し
て
い
ま
す
。

「
と
よ
ま
お
茶
会
」
は
町
内
三
社
中

が
共
同
で
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
町

の
だ
て

内
の
観
光
施
設
で
開
催
さ
れ
る
野
点
は

風
情
が
あ
り
好
評
で
、
回
を
重
ね
る
ご

と
に
参
席
者
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
伝
統
文
化
面
に
お
い
て
も
、

二
三
〇
年
の
伝
統
あ
る
登
米
能
の
保
存

伝
承
に
取
り
組
む「
登
米
謡
曲
会
」は
、

年
一
回
の
演
能
を
平
成
八
年
の
本
格
的

能
舞
台
を
備
え
た
伝
統
芸
能
伝
承
館

「
森
舞
台
」
の
オ
ー
プ
ン
を
機
に
、
年

二
回
の
薪
能
公
演
を
実
施
し
て
お
り
、

遠
く
か
ら
の
バ
ス
ツ
ア
ー
も
企
画
さ
れ

毎
年
七
〇
〇
枚
の
チ
ケ
ッ
ト
が
数
日
で

売
り
切
れ
る
ほ
ど
の
人
気
で
、
県
内
外

か
ら
多
く
の
観
客
が
訪
れ
、
町
活
性
化

に
一
役
か
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
町
民
の
活
躍
は
目
を
見
張

る
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
町
民
性

フォーラム
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みやぎ北上連邦カッパハーフマラソン

と
よ
ま
お
茶
会

か
ら
は
想
像
も
で
き
な
い
ほ
ど
の
積
極

性
が
芽
生
え
、
過
疎
地
域
か
ら
の
脱
却

は
ま
だ
で
す
が
、
少
な
く
と
も
「
心
の

過
疎
」
か
ら
の
脱
却
は
果
た
せ
た
と
自

負
し
て
お
り
ま
す
。

二
十
一
世
紀
の
「
み
や
ぎ
の

明
治
村
」

「
み
や
ぎ
の
明
治
村
づ
く
り
」
も
、

一
連
の
観
光
施
設
整
備
事
業
に
よ
り
多

く
の
観
光
客
が
町
を
訪
れ
て
い
ま
し
た

が
、
受
入
れ
体
制
の
遅
れ
（
特
に
団
体

客
）に
よ
り
経
済
波
及
効
果
が
表
れ
ず
、

こ
れ
ら
の
打
開
策
と
し
て
平
成
七
年
度

か
ら
は
、
受
け
入
れ
体
制
の
充
実
と
滞

留
時
間
の
延
長
、
そ
し
て「
見
る
観
光
」

か
ら
「
体
験
す
る
観
光
」
を
め
ざ
し
、

伝
統
芸
能
伝
承
館
、
寺
池
城
址
公
園
、

観
光
物
産
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
等
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
陸
上
交
通
か
ら
取
り
残
さ

れ
て
き
た
本
町
に
も
、
高
速
道
路
「
三

陸
縦
貫
自
動
車
道
」「
み
や
ぎ
県
北
高

速
幹
線
道
路
」
の
登
米
イ
ン
タ
ー
が
設

置
さ
れ
る
こ
と
に
決
定
し
て
お
り
、
遠

隔
地
か
ら
の
観
光
客
増
も
見
込
ま
れ
る

状
況
に
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
追
い
風

に
平
成
十
二
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
観
光

物
産
セ
ン
タ
ー
「
遠
山
之
里
」
を
拠
点

と
し
た
特
色
あ
る
ソ
フ
ト
事
業
の
展
開

や
行
政
の
各
資
料
館
と
民
間
の
資
料
館

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
等
に
よ
り
、
観
光

を
町
の
産
業
と
し
て
定
着
化
さ
せ
「
誰

も
が
訪
れ
住
み
た
く
な
る
潤
い

に
み
ち
た
歴
史
文
化
の
町
」
を

基
本
テ
ー
マ
に
年
間
五
〇
万
人

の
観
光
客
入
込
み
を
め
ざ
し

て
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
交
流

人
口
の
増
に
よ
る
町
活
性
化
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

（
登
米
町
企
画
観
光
課

課
長
補
佐

小
堀

恵
子
）
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表	 建物共済受託実績

�注 収入分担金にはガラス共済分を含む。

表
 建物共済罹災状況

表� 建物共済用途別罹災状況

�注 損害率は総分担金収入に対する用途別の損害率であり、（ ）は各用途別区分の分担金収
入に対する用途別の損害率である。

表� 建物共済災害見舞金給付状況

�注 △印は減少を示す。

表 消防設備資金貸付状況

財
団
法
人
全
国
自
治
協
会
は
、
地
方
自
治
法
第
二
六
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
町
村
有
物
件
（
建

物
・
自
動
車
）
の
災
害
共
済
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
昨
年
七
月
二
十
八
日
開
催
の
総
会
に
お
い
て
、
平
成
十
一
年

度
事
業
概
要
及
び
決
算
に
つ
い
て
認
定
を
え
た
の
で
、
次
の
と
お
り
そ
の
概
要
を
報
告
す
る
。
町
村
週
報
へ
の
掲

載
は
、
町
村
有
物
件
災
害
共
済
規
約
の
、『
地
方
自
治
法
同
条
第
二
項
に
定
め
る
通
知
お
よ
び
公
示
は
全
国
町
村

会
が
発
行
す
る
「
町
村
週
報
」
に
掲
載
し
て
、
こ
れ
を
行
う
』
と
の
定
め
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

財
団
法
人
全
国
自
治
協
会

平

成

十
一
年
度

町
村
有
物
件
災
害
共
済
事
業
の
概
要
報
告

建
物
災
害
共
済
事
業

町
村
有
建
物
災
害
共
済
事
業
は
、
町
村
の

所
有
す
る
建
物
等
が
火
災
や
自
然
災
害
等
に

よ
っ
て
生
じ
た
損
害
を
相
互
救
済
す
る
た

め
、
昭
和
二
十
三
年
四
月
よ
り
地
方
自
治
法

第
二
六
三
条
の
二
（
相
互
救
済
事
業
経
営
の

委
託
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
財
団
法
人
全
国

自
治
協
会
が
受
託
事
業
と
し
て
実
施
し
、
現

在
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
間
、
共
済
委
託
町

村
な
ら
び
に
各
都
道
府
県
支
部
（
町
村
会
）

の
多
大
の
協
力
を
得
て
事
業
は
逐
年
向
上

し
、
事
業
基
盤
は
安
定
を
み
て
い
る
。

事
業
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
内
容
の
拡

大
と
制
度
の
充
実
に
努
め
、
ま
た
、
再
三
に

わ
た
っ
て
共
済
基
金
分
担
金
基
率
の
引
下
げ

を
行
う
と
と
も
に
給
付
内
容
の
改
善
を
は
か

り
、
共
済
委
託
町
村
の
財
政
負
担
の
軽
減
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

十
一
年
度
の
収
支
状
況
は
、
収
入
額
一
二

三
億
七
、
七
八
九
万
余
円
（
前
年
度
比
一
・

九
％
増
）、
支
出
額
一
一
〇
億
三
、
四
五
九

万
余
円
（
前
年
度
比
四
・
五
％
増
）
で
一
三

億
四
、三
三
〇
万
余
円
の
剰
余
金
と
な
っ
た
。

こ
の
剰
余
金
に
つ
い
て
は
、
規
約
及
び
配
分

金
規
程
に
も
と
づ
き
、
そ
の
二
分
の
一
を
運

営
準
備
積
立
金
に
繰
入
、
二
分
の
一
を
都
道

府
県
町
村
会
に
配
分
金
と
し
て
支
出
し
た
。

十
一
年
度
の
受
託
及
び
罹
災
状
況
等
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

１
、
受
託
状
況

十
一
年
度
の
受
託
実
績
は
表
�
の
と
お
り

で
あ
る
。

受
託
件
数
は
三
七
七
、
二
六
五
件
で
、
前

年
度
比
五
、
四
一
四
件
（
一
・
五
％
）
の
増

と
な
っ
た
。
ま
た
共
済
責
任
額
は
前
年
度
比

一
兆
二
、
〇
〇
二
億
余
円
（
三
・
八
％
）
増

の
三
二
兆
八
、
〇
一
五
憶
余
円
と
な
っ
た
。

収
入
分
担
金
は
八
九
憶
八
、
八
六
二
万
余
円

で
前
年
度
実
績
八
八
億
一
、
八
三
七
万
余
円

に
比
し
一
億
七
、
〇
二
四
万
余
円
（
一
・
九

％
）
の
増
と
な
っ
た
。

２
、
罹
災
状
況

十
一
年
度
の
罹
災
状
況
は
表
�
に
示
す
と

お
り
で
あ
る
。
建
物
共
済
（
ガ
ラ
ス
共
済
分

を
含
む
）
に
お
け
る
罹
災
件
数
は
五
、
三
四

六
件
で
、
前
年
度
よ
り
二
、
〇
二
二
件
（
六

〇
・
八
％
）
の
増
、
支
払
共
済
金
に
お
い
て

は
、
前
年
度
よ
り
三
憶
六
、
七
七
八
万
余
円

（
九
・
一
％
）
増
の
四
四
億
一
、
八
四
一
万

余
円
と
な
っ
た
。

な
お
、
収
入
分
担
金
（
ガ
ラ
ス
共
済
分
を

含
む
）
八
九
億
八
、
八
六
二
万
余
円
に
対
す

る
損
害
率
は
四
九
・
二
％
で
あ
る
。

３
、
用
途
別
罹
災
状
況

用
途
別
の
罹
災
状
況
は
表
�
の
と
お
り
で

あ
る
。
支
払
共
済
金
に
お
い
て
は
、
学
校
関

係
が
依
然
多
く
な
っ
て
い
る
が
、
用
途
別
の

損
害
率
に
お
い
て
は
、
体
育
関
係
・
住
宅
が

高
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

用
途
別
の
一
罹
災
当
り
の
平
均
支
払
共
済

金
額
は
八
二
六
、四
九
〇
円
と
な
っ
て
い
る
。

４
、
災
害
見
舞
金

災
害
見
舞
金
は
自
然
災
害（
地
震
・
噴
火
・

津
波
に
よ
る
損
害
）に
対
し
て
給
付
す
る
が
、

本
年
度
に
お
い
て
は
表
�
の
と
お
り
で
あ
る
。

５
、
諸
積
立
金

十
一
年
度
末
に
お
け
る
基
金
積
立
金
（
財

産
収
入
を
も
っ
て
造
成
）
お
よ
び
運
営
準
備

増減率

１．５％

３．８

１．９

比較増減

５，４１４件

１，２００，２５２，０９６千円

１７０，２４６，０７５円

平成１０年度

３７１，８５１件

３１，６０１，２６１，７７３千円

８，８１８，３７４，７５３円

平成１１年度

３７７，２６５件

３２，８０１，５１３，８６９千円

８，９８８，６２０，８２８円

区 分

件 数

共 済 責 任 額

収 入 分 担 額

増減率

６０．８％

９．１

�

比較増減

２，０２２件

３６７，７８４，１２２円

３．３％

平成１０年度

３，３２４件

４，０５０，６３０，５６２円

４５．９％

平成１１年度

５，３４６件

４，４１８，４１４，６８４円

４９．２％

区 分

件 数

支 払 共 済 金

損 害 率

損 害 率

１２．３％（４１．０％）
２．４（３７．０ ）
１．６（４５．７ ）
５．７（９１．１ ）
４．４（２７．３ ）
３．１（３２．７ ）
９．４（６８．６ ）
５．８（８１．６ ）
４．５（６４．７ ）

４９．２ ��

支 払 共 済 金

１，１０１，３９９，４１１円（２４．９％）
２１３，１０６，２０７（ ４．８ ）
１４０，７２０，７０１（ ３．２ ）
５０９，１２３，４５０（１１．５ ）
４０２，４８９，９９９（ ９．１ ）
２８１，２７３，５７２（ ６．４ ）
８４２，１３８，６３５（１９．１ ）
５２１，３７３，９９４（１１．８ ）
４０６，７８８，７１５（ ９．２ ）

４，４１８，４１４，６８４（１００．０ ）

件 数

１，１７４件（２２．０％）
４７５（ ８．９ ）
９０（ １．７ ）
６９８（１３．１ ）
７０１（１３．０ ）
３７３（ ７．０ ）
７２４（１３．５ ）
５０６（ ９．５ ）
６０５（１１．３ ）

５，３４６（１００．０ ）

用 途 別

学 校 関 係
役 場 庁 舎
医 療 施 設
住 宅
社会文化施設
福 祉 関 係
体 育 関 係
環境衛生施設
そ の 他

合 計

建

物

共

済

比較増減

△３４件

７２，３００，７６１円

平成１０年度

４９件

３３，８１６，５７６円

平成１１年度

１５件

１０６，１１７，３３７円

区 分

件 数

災害見舞金給付額

本年度末貸付残金

７００，９８４，０００

１，４６９，８１６，０００

２，２１８，１１６，０００

３，０５９，９８４，０００

３，９１４，２２０，０００

４，６４０，７００，０００

４，６０１，５００，０００

２０，６０５，３２０，０００

償 還 済 額

３，６１０，３１６，０００

２，９９６，３８４，０００

２，２８３，５８４，０００

１，５３３，０１６，０００

７８３，９８０，０００

０

０

１１，２０７，２８０，０００

貸 付 額

４，３１１，３００

４，４６６，２００

４，５０１，７００

４，５９３，０００

４，６９８，２００

４，６４０，７００

４，６０１，５００

３１，８１２，６００

貸付件数

３４３

３６４

３０４

２８３

２８３

２５７

２５３

２，０８７

貸付年度

平 成 ５ 年

平 成 ６ 年

平 成 ７ 年

平 成 ８ 年

平 成 ９ 年

平 成１０ 年

平 成１１ 年

合 計

活 動

８平成１３年３月２６日町 村 週 報第２３５０号 （第三種郵便物認可）



表� 平成１１年度建物災害共済事業損益計算書（概要）

表� 自動車共済受託実績

表� 自動車共済損害状況

（注１） 損害率＝支払い共済金／収入分担金 （注２） △印は減を示す。

表� 平成１１年度自動車損害共済事業損益計算書（概要）

積
立
金（
事
業
剰
余
金
の
二
分
の
一
の
積
立
）

の
総
額
は
四
六
四
億
一
、
六
九
一
万
余
円
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
内
訳
は
、
基
金
積
立
金

二
七
五
億
八
、
八
一
五
万
余
円
、
運
営
準
備

積
立
金
一
八
八
億
二
、
八
七
六
万
余
円
で
あ

る
。

６
、
消
防
設
備
資
金
融
資

共
済
事
業
委
託
町
村
等
に
対
す
る
還
元
融

資
と
し
て
の
消
防
設
備
資
金
の
貸
付
状
況
は

表
�
の
と
お
り
で
あ
る
。

自
動
車
損
害
共
済
事
業

町
村
有
自
動
車
損
害
共
済
事
業
は
、
町
村

が
管
理
、
使
用
す
る
自
動
車
に
つ
い
て
生
じ

た
損
害
及
び
自
動
車
に
よ
っ
て
生
じ
た
共
済

委
託
町
村
が
被
る
法
律
上
の
損
害
賠
償
額
を

相
互
に
救
済
す
る
た
め
、
町
村
有
建
物
共
済

事
業
と
同
様
、
地
方
自
治
法
第
二
六
三
条
の

二
（
相
互
救
済
事
業
経
営
の
委
託
）
の
規
定

に
よ
る
共
済
事
業
と
し
て
、
昭
和
三
十
三
年

十
月
に
発
足
し
た
。
こ
の
間
、
共
済
委
託
町

村
な
ら
び
に
各
都
道
府
県
支
部
（
町
村
会
）

の
多
大
の
協
力
を
得
て
事
業
は
逐
年
向
上

し
、
事
業
基
盤
は
安
定
を
み
て
い
る
。

事
業
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
事
業
内
容

の
拡
大
と
制
度
の
充
実
に
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
各
種
自
動
車
の
事

故
も
年
々
多
様
化
し
て
お
り
、
自
動
車
の
事

故
に
よ
っ
て
生
じ
る
事
故
処
理
に
つ
い
て

は
、
早
期
か
つ
適
切
な
示
談
交
渉
の
推
進
を

は
か
る
た
め
「
弁
護
士
委
任
制
度
」
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
各
支
部
に
査
定
専
門
員
を

配
置
し
査
定
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

十
一
年
度
の
収
支
状
況
は
、
収
入
合
計
額

五
一
億
八
、
三
八
四
万
余
円
（
前
年
度
比
〇

・
三
％
増
）、
支
出
額
四
九
億
七
、
二
二
六

万
余
円
（
前
年
度
比
一
・
二
％
減
）
で
差
引

き
二
億
一
、
一
五
七
万
余
円
の
剰
余
金
と

な
っ
た
。
こ
の
剰
余
金
に
つ
い
て
は
、
規
約

及
び
配
分
金
規
定
に
も
と
づ
き
そ
の
二
分
の

一
を
運
営
準
備
積
立
金
に
繰
入
、
二
分
の
一

を
都
道
府
県
町
村
会
に
配
分
金
と
し
て
支
出

し
た
。

十
一
年
度
の
受
託
及
び
損
害
状
況
等
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

１
、
受
託
状
況

十
一
年
度
の
受
託
実
績
は
、
表
�
の
と
お

り
で
あ
っ
て
、
共
済
基
金
分
担
金
収
入
総
額

は
、
三
七
億
三
、
六
九
七
万
余
円
で
前
年
度

実
績
三
六
億
五
、
四
二
八
万
余
円
に
比
し
、

八
、
二
六
九
万
余
円
（
二
・
三
％
）
の
増
と

な
っ
た
。

共
済
種
別
毎
の
受
託
状
況
で
は
、
車
両
共

済
に
お
い
て
は
、
一
五
二
、
六
五
七
台
で
前

年
度
比
三
、
三
五
一
台（
二
・
二
％
）の
増
、

収
入
分
担
金
一
七
億
九
、〇
一
九
万
余
円
で
、

前
年
度
比
三
、
〇
九
七
万
余
円（
一
・
八
％
）

増
と
な
っ
た
。
ま
た
、
賠
償
共
済
に
お
い
て

は
対
物
賠
償
共
済
一
五
六
、
五
五
九
台
で
前

年
度
比
三
、
三
七
四
台
（
二
・
二
％
）、
対

人
賠
償
共
済
一
五
五
、
九
五
八
台
で
、
前
年

度
比
三
、
三
八
四
台
（
二
・
二
％
）
そ
れ
ぞ

れ
増
加
し
、
収
入
分
担
金
は
対
物
賠
償
共
済

一
一
億
七
、二
九
五
万
余
円
で
前
年
度
比
三
、

五
三
〇
万
余
円
（
三
・
一
％
）、
対
人
賠
償

共
済
七
億
七
、
三
八
二
万
余
円
で
、
前
年
度

比
一
、
六
四
一
万
余
円
（
二
・
二
％
）
そ
れ

ぞ
れ
増
加
し
た
。

２
、
損
害
の
状
況

十
一
年
度
の
損
害
状
況
は
表
�
の
と
お
り

で
あ
る
。

損
害
件
数
は
車
両
共
済
で
八
、〇
八
四
件
、

前
年
度
比
一
七
一
件
、
対
物
賠
償
共
済
三
、

一
六
八
件
で
、
前
年
度
比
一
三
六
件
と
増
加

し
た
が
、
対
人
賠
償
共
済
に
つ
い
て
は
、
一

〇
五
件
で
、前
年
度
比
一
件
の
減
と
な
っ
た
。

ま
た
、
損
害
率
に
お
い
て
は
、
前
年
度
に

比
べ
、
車
両
共
済
二
・
八
％
、
対
物
賠
償
共

済
〇
・
七
％
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
た
が
、
対
人

賠
償
共
済
は
五
・
三
％
減
少
し
た
。

３
、
支
払
備
金

既
発
生
事
故
で
あ
っ
て
共
済
金
が
未
請
求

と
な
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、
損
害
共
済

金
を
概
算
見
積
り
（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

の
う
え
十
一
年
度
支
払
備
金
と
し
て
二
三
三

件
、
二
億
六
、
三
八
一
万
余
円
を
計
上
し
た
。

４
、
諸
積
立
金

十
一
年
度
末
に
お
け
る
基
金
積
立
金
（
財

産
収
入
を
も
っ
て
造
成
）
お
よ
び
運
営
準
備

積
立
金（
事
業
剰
余
金
の
二
分
の
一
の
積
立
）

の
総
額
は
一
三
六
億
八
、
三
〇
二
万
余
円
と

な
り
、
そ
の
内
訳
は
、
基
金
積
立
金
一
〇
八

億
三
、
八
九
一
万
余
円
、
運
営
準
備
積
立
金

二
八
億
四
、
四
一
〇
万
余
円
で
あ
る
。

利 益 の 部

金 額
円

８，９８８，６２０，８２８
６４２，２２３，２５９
３３０，３０４，５１５
１７，８２０，８３０

２，３９８，９２３，９０５

１２，３７７，８９３，３３７

科 目

共済基金分担金収入
財 産 収 入
他 会 計 繰 入 金
雑 収 入
前年度責任準備金戻入

合 計

１．
２．
３．
４．
５．

損 失 の 部

金 額
円

７，１２８，９４０
６５２，９７４，９２５
７，３０４，８２７，１９４
６６０，０４４，０８９
２，４０９，６１７，６１１
１，３４３，３００，５７８

１２，３７７，８９３，３３７

科 目

会 議 費
事 務 所 費
事 業 費
財 産 費
次年度責任準備金繰入
諸 支 出 金

合 計

１．
２．
３．
４．
５．
６．

合 計

４６５，１７４台

３，７３６，９７１，６４０円

４５５，０６５台

３，６５４，２８０，０６０円

１０，１０９台
（２．２％）

８２，６９１，５８０円
（２．３％）

賠 償 共 済

対 人

１５５，９５８台

７７３，８２０，４２０円

１５２，５７４台

７５７，４０７，０９０円

３，３８４台
（２．２％）

１６，４１３，３３０円
（２．２％）

対 物

１５６，５５９台

１，１７２，９５３，０００円

１５３，１８５台

１，１３７，６４８，９８０円

３，３７４台
（２．２％）

３５，３０４，０２０円
（３．１％）

車 両 共 済

１５２，６５７台

１，７９０，１９８，２２０円

１４９，３０６台

１，７５９，２２３，９９０円

３，３５１台
（２．２％）

３０，９７４，２３０円
（１．８％）

区 分

台 数

収入分担金

台 数

収入分担金

台 数

収入分担金

平
成
１１
年
度
平
成
１０
年
度
比
較
増
減（
％
）

合 計

１１，３５７件
２，０５９，９８３，６２４円

（５５．１％）
１１，０５１件

１，９９８，５８３，３６８円
（５４．７％）

３０６件

６１，４００，２５６円

（０．４％）

賠 償 共 済

対 人
１０５件

３５１，８５０，０６６円
（４５．５％）

１０６件
３８５，０５２，１３０円
（５０．８％）
△１件

△３３，２０２，０６４円

（△５．３％）

対 物
３，１６８件

５２１，０６８，０１７円
（４４．４％）
３，０３２件

４９６，６３１，２５２円
（４３．７％）

１３６件

２４，４３６，７６５円

（０．７％）

車 両 共 済

８，０８４件
１，１８７，０６５，５４１円

（６６．３％）
７，９１３件

１，１１６，８９９，９８６円
（６３．５％）

１７１件

７０，１６５，５５５円

（２．８％）

区 分

件 数
支払共済金
損 害 率
件 数
支払共済金
損 害 率
件 数

支払共済金

損 害 率

平
成
１１
年
度
平
成
１０
年
度
比
較
増
減（
％
）

利 益 の 部

金 額
円

３，７３６，９７１，６４０
１１９，８１６，１７１
１３４，５８２

１，３２６，９１７，７６０

５，１８３，８４０，１５３

科 目

共済基金分担金収入
財 産 収 入
雑 収 入
前年度責任準備金戻入

合 計

１．
２．
３．
４．

損 失 の 部

金 額
円

７，３４９，７７９
１９５，１２１，０１０
３，３８２，１２６，６５３
１１９，９５０，７５３
１，２６７，７１９，７６０
２１１，５７２，１９８

５，１８３，８４０，１５３

科 目

会 議 費
事 務 所 費
事 業 費
財 産 費
次年度責任準備金繰入
諸 支 出 金

合 計

１．
２．
３．
４．
５．
６．

（第三種郵便物認可） 第２３５０号町 村 週 報平成１３年３月２６日

活 動
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表１ 組合加入状況

（注）△印は減を示す。

表２ 火災共済加入状況

（注）△印は減を示す。

表３ 風水雪害特別共済加入状況

（注）△印は減を示す。

表４ 自動車共済加入状況

（注）△印は減を示す。

表５ 火災共済金支払状況

（注）△印は減を示す。

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
が
行
う
火
災
共
済
お
よ
び
自
動
車
共
済
の
平
成
十
一
年

度
事
業
概
要
お
よ
び
決
算
に
つ
い
て
は
、
昨
年
七
月
二
十
八
日
に
開
催
さ
れ
た
総
代
会
の

議
決
を
得
た
の
で
、
定
款
第
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合

事
業
概
要

本
組
合
は
、町
村
職
員
の
所
有
す
る
住
宅
の

火
災
に
よ
っ
て
生
ず
る
財
産
の
損
害
を
相
互
救

済
す
る
た
め
、昭
和
二
十
九
年
四
月
消
費
生
活

協
同
組
合
法
に
準
拠
し
た
職
域
生
協
と
し
て
発

足
し
、火
災
共
済
事
業
を
開
始
し
た
。そ
の
後
、

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
行
で
、町
村
職
員

の
自
動
車
の
保
有
も
増
加
、こ
れ
に
比
例
し
自

動
車
事
故
も
多
発
化
し
、偶
然
の
自
動
車
事
故

に
よ
っ
て
生
ず
る
町
村
職
員
の
経
済
負
担
も
著

し
い
こ
と
か
ら
、昭
和
四
十
二
年
四
月
よ
り
自

動
車
共
済
事
業
を
併
せ
て
実
施
し
た
。両
事
業

開
始
以
来
、事
業
内
容
の
改
善
充
実
に
つ
と
め
、

協
同
互
助
の
精
神
に
基
づ
く
町
村
職
員
等
の
生

活
の
安
定
に
寄
与
す
る
こ
と
に
最
大
限
の
努
力

を
傾
注
し
、今
日
に
至
っ
て
い
る
。

平
成
十
一
年
度
の
事
業
概
要
は
下
記
の
と
お

り
で
、組
合
員
に
つ
い
て
は
、こ
こ
数
年
来
減
少

傾
向
に
あ
り
、前
年
度
比
五
、九
八
九
人（
二
・
七

％
）の
減
少
と
な
っ
た
。

火
災
共
済
事
業
は
、契
約
件
数
で
前
年
度
よ

り
三
、一
〇
一
件（
二
・
四
％
）の
減
と
な
り
、共

済
掛
金
も
、前
年
度
比
一
、三
四
七
万
余
円（
〇
・

七
％
）の
減
と
な
っ
た
。風
水
雪
害
特
約
共
済

は
、契
約
件
数
で
前
年
度
よ
り
四
二
一
件（
一
・
四

％
）の
減
と
な
っ
た
が
、共
済
掛
金
は
、前
年
度
比

一
六
六
万
余
円（
〇
・
五
％
）の
増
と
な
っ
た
。

自
動
車
共
済
事
業
で
は
、契
約
台
数
は
前
年

度
比
五
、八
四
五
台（
二
・
五
％
）の
減
と
な
り
、

共
済
掛
金
も
、一
億
七
、六
五
四
万
余
円（
二
・
八

％
）の
減
と
な
っ
た
。

一
方
、共
済
金
の
支
払
は
、火
災
共
済
事
業
で

前
年
度
比
三
〇
六
件（
六
八
・
八
％
）の
増
と
な

り
、共
済
金
合
計
に
お
い
て
も
四
、一
五
八
万
余

円（
六
・
八
％
）の
増
と
な
っ
た
。ま
た
、風
水
雪

害
特
約
共
済
金
の
給
付
に

つ
い
て
は
前
年
度
比
一
三

七
件（
一
六
七
・
一
％
）の
増

と
な
り
、共
済
金
に
お
い
て

も
、一
億
二
〇
四
万
余
円

（
一
二
二
・
一
％
）の
増
と

な
っ
た
。

自
動
車
共
済
事
業
で
は
、

支
払
件
数
で
前
年
度
比
三

九
九
件（
三
・
七
％
）の
増
と

な
っ
た
が
、共
済
金
に
お
い

て
は
、二
億
七
、〇
一
三
万

余
円（
七
・
六
％
）の
減
と

な
っ
た
。

本
年
度
に
お
け
る
事
業

剰
余
金
を
も
っ
て
す
る
事

業
利
用
分
量
割
戻
金
の
配

分
率
は
、火
災
共
済
が
三
三

％
程
度
、風
水
雪
害
特
約
共
済
が
九
％
程
度
、自

動
車
共
済
が
八
％
程
度
と
な
る
見
込
み
で
あ

る
。

１
、組
合
加
入
の
状
況

平
成
十
一
年
度
末
現
在
の
組
合
員
数
は
二
一

七
、一
九
九
人
で
前
年
度
に
比
し
五
、九
八
九
人

（
二
・
七
％
）減
少
し
た
。ま
た
、出
資
金
に
つ
い

て
も
、前
年
度
に
比
し
二
、三
一
八
万
余
円（
一
・

二
％
）減
の
一
九
億
三
、八
六
九
万
余
円
と
な
っ

た
。な
お
、本
年
度
に
お
け
る
割

戻
金
の
一
部
を
出
資
金
に
充
当

し
た
額
は
五
、四
三
五
万
余
円

と
な
っ
た
。

２
、共
済
契
約
状
況

�
火
災
共
済
事
業

�
火
災
共
済

契
約
件
数
は
一
二
八
、七
三

〇
件
で
前
年
度
に
比
し
三
、一

〇
一
件（
二
・
四
％
）減
少
し
、契

約
口
数
も
一
六
二
、二
九
八
口

（
〇
・
六
％
）減
少
し
た
。こ
の
た

め
共
済
掛
金
は
一
七
億
九
、
二

一
六
万
余
円
と
な
り
前
年
度
よ

り
一
、
三
四
七
万
余
円（
〇
・
七

％
）の
減
と
な
っ
た
。ま
た
、一

件
当
り
平
均
口
数
は
一
九
八
口

（
一
、九
八
〇
万
円
）と
な
り
前

年
度
よ
り
三
口（
三
〇
万
円
）の

増
と
な
っ
て
い
る
。

�
風
水
雪
害
特
約
共
済

特
約
付
加
件
数
は
二
九
、二

九
八
件
で
前
年
度
に
比
し
四
二

一
件（
一
・
四
％
）減
少
し
た
。特

約
共
済
掛
金
は
、三
億
三
、二
一

六
万
余
円
で
前
年
度
よ
り
一
六

六
万
余
円（
〇
・
五
％
）の
増
と

な
っ
た
。な
お
、火
災
共
済
契
約

件
数
に
対
す
る
特
約
付
加
件
数

の
割
合
は
二
二
・
七
％
で
あ
っ

た
。

�
自
動
車
共
済
事
業

契
約
台
数
は
二
三
〇
、九
九

平

成

十
一
年
度

町
村
職
員
生
協
火
災
・
自
動
車
共
済
事
業
の
概
要
報
告

出 資 金

１，９３８，６９６，５２０円

１，９６１，８８１，５７０

△２３，１８５，０５０

△１．２％

口 数

１９，３８６，９６５口

１９，６１８，８１５

△２３１，８５０

△１．２％

人 員

２１７，１９９人

２２３，１８８

△５，９８９

△２．７％

区 分

平成１１年度

平成１０年度

比 較 増 減

増 減 率

共 済 掛 金

１，７９２，１６９，４６０円

１，８０５，６４３，８６０

△１３，４７４，４００

△０．７％

契 約 口 数

２５，５８８，２１３口

２５，７５０，５１１

△１６２，２９８

△０．６％

共済契約件数

１２８，７３０件

１３１，８３１

△３，１０１

△２．４％

区 分

平成１１年度

平成１０年度

比 較 増 減

増 減 率

特約共済掛金

３３２，１６３，９３０円

３３０，４９５，８２０

１，６６８，１１０

０．５％

契 約 口 数

５，５３１，６１４口

５，４９４，９８１

３６，６３３

０．７％

特約付加件数

２９，２９８件

２９，７１９

△４２１

△１．４％

区 分

平成１１年度

平成１０年度

比 較 増 減

増 減 率

共 済 掛 金

６，０２３，３２４，４７０円

６，１９９，８６６，４４０

△１７６，５４１，９７０

△２．８％

契 約 台 数

２３０，９９９台

２３６，８４４

△５，８４５

△２．５％

区 分

平成１１年度

平成１０年度

比 較 増 減

増 減 率

損害率

％
３６．３

３３．７

２．６

―

合 計

円
６４９，７４６，４８３

６０８，１６１，３４４

４１，５８５，１３９

％
６．８

失火見舞費用共済金
金 額

円
１，２９６，０００

８００，０００

４９６，０００

％
６２．０

件 数
件
５

２

３

％
１５０．０

残存物取片づけ費用共済金
金 額

円
１３，４４２，９７６

１２，３５９，０３７

１，０８３，９３９

％
８．８

件 数
件
４０

５２

△１２

％
△２３．１

臨時費用共済金
金 額

円
６３，６６１，６７５

５１，１６８，１２５

１２，４９３，５５０

％
２４．４

件 数
件
７５１

４４５

３０６

％
６８．８

火 災 共 済 金
金 額

円
５７１，３４５，８３２

５４３，８３４，１８２

２７，５１１，６５０

％
５．１

件 数
件
７５１

４４５

３０６

％
６８．８

区 分

平成１１年度

平成１０年度

比較増減

増 減 率

活 動

１０平成１３年３月２６日町 村 週 報第２３５０号 （第三種郵便物認可）



表６ 風水雪害特約共済金支払状況

（注）△印は減を示す。

表７ 自動車共済金支払状況

（注）△印は減を示す。

表８ 自動車共済臨時費用支払状況

（注）△印は減を示す。

表９ 平成１１年度全国町村職員生活協同組合損益計算書

（注）△印は減を示す。

九
台
と
前
年
度
に
比
し
五
、八
四
五
台（
二
・

五
％
）減
少
し
た
。共
済
掛
金
は
六
〇
億
二
、

三
三
二
万
余
円
と
な
り
、前
年
度
よ
り
一
億

七
、六
五
四
万
余
円（
二
・
八
％
）減
と
な
っ

た
。ま
た
、一
台
当
り
の
平
均
共
済
掛
金
額
は

二
六
、〇
七
五
円
と
な
っ
た
。

３
、共
済
事
故
状
況

�
火
災
共
済
事
業

�
火
災
共
済

�ア
共
済
金

支
払
件
数
は
、共
済
金
で
三
〇
六
件（
六
八

・
八
％
）増
の
七
五
一
件
、臨
時
費
用
共
済
金

で
三
〇
六
件（
六
八
・
八
％
）増
の
七
五
一
件
、

残
存
物
取
片
づ
け
費
用
共
済
金
で
一
二
件

（
二
三
・
一
％
）減
の
四
〇
件
、失
火
見
舞
費
用

共
済
金
で
三
件（
一
五
〇
・
〇
％
）増
の
五
件

と
な
り
、共
済
金
の
合
計
は
前
年
度
に
比
し

四
、一
五
八
万
余
円（
六
・
八
％
）増
の
六
億

四
、
九
七
四
万
余
円
と
な
り
、損
害
率
は
、前

年
度
よ
り
二
・
六
ポ
イ
ン
ト
高
い
三
六
・
三
％

と
な
っ
た
。

な
お
、本
年
度
は
既
発
生
罹
災
の
う
ち
共

済
金
が
未
請
求
と
な
っ
て
い
る
共
済
金
支
払

予
定
額
と
し
て
、八
、四
三
〇
万
円
の
火
災
共

済
支
払
備
金
を
計
上
し
、平
成
十
二
年
度
に

繰
越
す
こ
と
と
な
っ
た
。

�イ
見
舞
金

昨
年
度
に
ひ
き
つ
づ
き
本
年
度
も
地
震
等

に
よ
る
被
害
が
な
く
見
舞
金
の

支
払
は
な
か
っ
た
。

�
風
水
雪
害
特
約
共
済

支
払
件
数
は
、特
約
共
済
金

で
一
三
七
件（
一
六
七
・
一
％
）増
の
二
一
九

件
、臨
時
費
用
共
済
金
で
一
三
七
件（
一
六
七

・
一
％
）増
の
二
一
九
件
、残
存
物
取
片
づ
け

費
用
共
済
金
で
四
件（
三
〇
・
八
％
）減
の
九

件
と
な
り
、共
済
金
の
合
計
は
前
年
度
に
比

し
一
億
二
〇
四
万
余
円（
一
二
二
・
一
％
）増
の

一
億
八
、五
六
二
万
余
円
と
な
り
、損
害
率
は
、

全
体
で
前
年
度
よ
り
三
〇
・
六
ポ
イ
ン
ト
高
い

五
五
・
九
％
と
な
っ
た
。

な
お
、本
年
度
は
既
発
生
罹
災
の
う
ち
共

済
金
が
未
請
求
と
な
っ
て
い
る
共
済
金
支
払

予
定
額
と
し
て
、五
六
三
万
余
円
の
風
水
雪

害
特
約
共
済
支
払
備
金
を
計
上
し
、平
成
十

二
年
度
に
繰
越
す
こ
と
と
な
っ
た
。

�
自
動
車
共
済
事
業

�ア
共
済
金

支
払
件
数
は
、前
年
度
に
比
し
対
物
賠
償

で
は
三
九
五
件（
四
・
〇
％
）増
の
一
〇
、一
七

九
件
、対
人
賠
償
で
は
四
件（
〇
・
四
％
）増
の

九
三
〇
件
と
な
っ
た
。

ま
た
、共
済
金
に
お
い
て
は
前
年
度
に
比

し
対
物
賠
償
で
一
、九
八
四
万
余
円（
一
・
〇

％
）増
の
二
〇
億
一
、二
二
三
万
余
円
、対
人

賠
償
に
お
い
て
は
二
億
八
、九
九
七
万
余
円

（
一
八
・
四
％
）減
の
一
二
億
八
、九
五
〇
万
余

円
と
な
り
、共
済
金
の
合
計
は
、前
年
度
に
比

し
二
億
七
、〇
一
三
万
余
円（
七
・
六
％
）減
の

三
三
億
一
七
三
万
余
円
と
な
っ
た
。損
害
率

は
、全
体
で
前
年
度
よ
り
二
・
八
ポ
イ
ン
ト
低

い
五
四
・
八
％
と
な
っ
た
。

な
お
、本
年
度
は
、既
発
生
事
故
の
う
ち
、

共
済
金
が
未
請
求
と
な
っ
て
い
る
共
済
金
支

払
予
定
額
と
し
て
、一
六
億
二
、四
七
一
万
余

円
の
自
動
車
共
済
支
払
備
金
を
計
上
し
、平

成
十
二
年
度
へ
繰
越
す
こ
と
と
な
っ
た
。

�イ
臨
時
費
用

支
払
件
数
は
前
年
度
に
比
し
傷

害
で
三
二
件（
二
一
・
一
％
）減
の

一
二
〇
件
、死
亡
は
七
件（
二
九
・

二
％
）減
の
一
七
件
と
な
っ
た
。ま

た
臨
時
費
用
の
金
額
は
傷
害
で
九

六
万
円（
二
一
・
一
％
）減
の
三
六

〇
万
円
、死
亡
は
七
〇
万
円（
二
九

・
二
％
）減
の
一
七
〇
万
円
と
な

り
、臨
時
費
用
の
合
計
は
、前
年
度

に
比
し
一
六
六
万
円（
二
三
・
九

％
）減
の
五
三
〇
万
円
と
な
っ
た
。

損害率

５５．９％
２５．３
３０．６

―

合 計

１８５，６２４，１５７円
８３，５８２，４５７
１０２，０４１，７００

１２２．１％

残存物取片づけ費用共済金
金 額
６５８，６１７円
１，５１８，８７７
△８６０，２６０
△５６．６％

件 数
９件
１３
△４

△３０．８％

臨 時 費 用 共 済 金
金 額
２４，１２５，８９５円
１０，６７２，３２７
１３，４５３，５６８

１２６．１％

件 数
２１９件
８２
１３７
１６７．１％

特 約 共 済 金
金 額
１６０，８３９，６４５円
７１，３９１，２５３
８９，４４８，３９２

１２５．３％

件 数
２１９件
８２
１３７
１６７．１％

区 分

平成１１年度
平成１０年度
比 較 増 減
増 減 率

損害率

５４．８％
５７．６
△２．８
―

合 計
共 済 金
３，３０１，７３７，８３８円
３，５７１，８７４，８４３
△２７０，１３７，００５

△７．６％

件 数
１１，１０９件
１０，７１０
３９９
３．７％

対 人 賠 償 共 済
共 済 金
１，２８９，５０４，５２２円
１，５７９，４８３，９４０
△２８９，９７９，４１８

△１８．４％

件 数
９３０件
９２６
４
０．４％

対 物 賠 償 共 済
共 済 金
２，０１２，２３３，３１６円
１，９９２，３９０，９０３
１９，８４２，４１３

１．０％

件 数
１０，１７９件
９，７８４
３９５
４．０％

区 分

平成１１年度
平成１０年度
比 較 増 減
増 減 率

合 計
金 額
５，３００，０００円
６，９６０，０００
△１，６６０，０００

△２３．９％

件 数
１３７件
１７６
△３９
△２２．２％

死 亡
金 額
１，７００，０００円
２，４００，０００
△７００，０００
△２９．２％

件 数
１７件
２４
△７

△２９．２％

傷 害
金 額
３，６００，０００円
４，５６０，０００
△９６０，０００
△２１．１％

件 数
１２０件
１５２
△３２
△２１．１％

区 分

平成１１年度
平成１０年度
比 較 増 減
増 減 率

利 益 の 部
金 額
８，１４７，６５７，８６０円
６，７６２，４６７，０００
１６８，４２７，６８１
２，７２７，１１０

１５，０８１，２７９，６５１

科 目
共 済 掛 金
共済契約準備金戻入
資 産 運 用 収 益
雑 収 入

合 計

１．
２．
３．
４．

損 失 の 部
金 額
４，１３７，１０８，４７８円
５，３００，０００

２，４０１，２１６，２７３
７，１０２，０１８，０００
１３，６４５，６４２，７５１
１，４３５，６３６，９００
１５，０８１，２７９，６５１
１，４３５，６３６，９００
△１８０，０８３，１６６
１，２５５，５５３，７３４
８４，８４２，３２１

１，３４０，３９６，０５５

科 目
支 払 共 済 金
見 舞 金 等
管理費及び諸経費
共済契約準備金繰入
小 計
経 常 剰 余 金
合 計
税引前当期剰余金
法 人 税 等
当期剰余金（計）
前期繰越剰余金
当期未処分剰余金（計）

１．
２．
３．
４．

１．
２．
３．
４．
５．

（第三種郵便物認可） 第２３５０号町 村 週 報平成１３年３月２６日
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精
神
内
科
医
・
作
家

よ
ね

や
ま

き
み

ひ
ろ

米

山

公

啓

肝
機
能
異
常
と

言
わ
れ
た
ら

健
康
診
断
で
Ｇ
Ｏ
Ｔ
と
か
Ｇ
Ｐ
Ｔ

と
い
う
血
液
検
査
で
異
常
が
あ
る
と

指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
値
が
高
い
と
肝
機
能
異

常
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
最
近

で
は
γ
ー
Ｇ
Ｔ
Ｐ
と
い
う
検
査
も
加

わ
っ
た
た
め
に
、
以
前
よ
り
肝
機
能

異
常
と
い
う
指
摘
が
増
え
て
し
ま
い

ま
し
た
。

と
い
う
の
は
、
γ
ー
Ｇ
Ｔ
Ｐ
と
い

う
検
査
は
非
常
に
感
度
が
高
く
、
お

酒
を
飲
む
人
や
女
性
で
は
す
ぐ
に
異

常
値
を
示
す
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

ま
た
、
抗
け
い
れ
ん
薬
、
抗
精
神
薬

な
ど
を
飲
ん
で
い
る
と
高
く
で
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
γ
ー
Ｇ
Ｔ
Ｐ
は

肝
臓
の
細
胞
が
壊
れ
て
い
な
く
て
も

高
く
出
て
し
ま
う
の
で
す
。

Ｇ
Ｔ
Ｐ
や
Ｇ
Ｏ
Ｔ
は
肝
臓
の
細
胞

の
中
に
多
く
含
ま
れ
る
酵
素
で
す
か

ら
、
肝
臓
が
肝
炎
な
ど
で
壊
れ
る
と

血
液
中
で
高
く
な
る
わ
け
で
す
。
検

査
の
た
め
に
採
血
し
た
あ
と
試
験
管

の
中
で
血
液
が
壊
れ
て
し
ま
っ
て

も
、
見
か
け
上
Ｇ
Ｏ
Ｔ
や
Ｇ
Ｐ
Ｔ
は

高
く
で
る
も
の
で
す
。

ま
た
Ｇ
Ｏ
Ｔ
は
肥
満
の
人
に
は
高

く
出
ま
す
。

つ
ま
り
、
肝
機
能
異
常
を
指
摘
さ

れ
て
も
、
す
べ
て
が
肝
臓
の
病
気
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
。

一
般
的
に
肝
臓
の
病
気
で
問
題
に

な
る
の
は
肝
炎
で
す
。
肝
臓
の
病
気

の
八
割
は
肝
炎
で
す
。
肝
炎
に
は
大

き
く
Ａ
型
、
Ｂ
型
、
Ｃ
型
の
三
つ
の

種
類
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
ウ
イ

ル
ス
が
原
因
で
起
き
て
き
ま
す
。

Ａ
型
肝
炎
は
、
カ
キ
な
ど
の
汚
染

さ
れ
た
貝
類
を
食
べ
る
こ
と
で
発
病

し
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
が
自
然
に
治
癒

し
て
、
後
遺
症
も
残
し
ま
せ
ん
。
ま

れ
に
劇
症
肝
炎
と
い
っ
て
重
症
化
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
例
外
的
で

す
。Ｂ

型
肝
炎
は
性
行
為
や
昔
行
っ
た

予
防
接
種
で
同
じ
注
射
針
を
何
人
に

も
使
っ
た
り
し
た
こ
と
で
、
感
染
を

起
こ
し
ま
し
た
。
Ｂ
型
肝
炎
は
母
子

感
染
と
い
っ
て
感
染
し
た
母
親
か
ら

生
ま
れ
た
子
供
が
慢
性
肝
炎
の
状
態

に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

現
在
で
は
輸
血
用
の
血
液
は
Ｂ
型

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
の
有
無
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
ま
す
か
ら
、
輸
血
に
よ
る

発
病
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
よ
っ
て
感
染
し
て
も
重
症
化
や

慢
性
化
す
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
た
だ
三
十
歳
以
上
に
な
る

と
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
も
抗
体
価

が
上
が
ら
ず
、
効
果
が
期
待
で
き
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
最
近
で

は
Ｂ
型
の
慢
性
肝
炎
に
効
果
の
期
待

で
き
る
薬
も
開
発
さ
れ
て
き
ま
し

た
。Ｃ

型
肝
炎
も
血
液
を
通
し
て
感
染

し
ま
す
。
昔
は
汚
染
さ
れ
た
注
射
針

を
回
し
打
ち
し
て
、
感
染
を
起
こ
し

て
き
ま
し
た
。
Ｃ
型
肝
炎
の
一
部
が

慢
性
肝
炎
に
移
行
し
て
、
そ
の
う
ち

の
一
部
が
肝
硬
変
に
な
り
ま
す
。
さ

ら
に
そ
の
う
ち
の
一
部
が
肝
ガ
ン
を

発
病
し
て
き
ま
す
。

Ｃ
型
肝
炎
の
ウ
イ
ル
ス
の
抗
体
が

測
定
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

は
、
輸
血
か
ら
の
感
染
は
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。
Ｃ
型
肝
炎
は
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ロ
ン
で
治
療
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
効
果
の
あ
る
人
は
三
割
か

ら
二
割
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ

完
全
に
治
療
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

健
康
診
断
で
「
肝
機
能
異
常
」
と

指
摘
さ
れ
た
と
き
は
、
ま
ず
Ｂ
型
、

Ｃ
型
肝
炎
の
ウ
イ
ル
ス
を
検
査
し
て

み
る
こ
と
で
す
。

両
方
の
ウ
イ
ル
ス
が
マ
イ
ナ
ス
で

あ
れ
ば
、
脂
肪
肝
と
い
っ
て
、
肝
臓

に
脂
肪
が
蓄
積
さ
れ
た
状
態
の
こ
と

が
多
い
の
で
す
。

脂
肪
肝
そ
の
も
の
は
、
慢
性
肝
炎

や
肝
硬
変
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
肥
満
な
ど
の
か
ら
だ
の
状
態
を

反
映
し
た
も
の
と
言
え
ま
す
。
脂
肪

肝
の
治
療
に
は
ダ
イ
エ
ッ
ト
や
ア
ル

コ
ー
ル
を
控
え
る
こ
と
が
大
切
に
な

り
ま
す
。

以
前
は
肝
臓
が
悪
い
と
み
な
ア
ル

コ
ー
ル
の
せ
い
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た

が
、
昔
、
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
障
害
と

言
わ
れ
て
い
た
人
の
中
に
は
、
Ｃ
型

肝
炎
が
か
な
り
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
肝
臓
の
病

気
は
、
以
前
に
比
べ
れ
ば
ず
っ
と

減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
新
し
い
発
病

よ
り
、
昔
感
染
し
て
慢
性
肝
炎
に

な
っ
た
人
が
い
ま
は
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
将
来
的
に
は
も
っ
と
肝
炎

は
減
少
し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。肝

炎
は
ウ
イ
ル
ス
か
ら
の
感
染
予

防
が
第
一
で
す
。
ま
た
ヘ
ル
シ
ー

キ
ャ
リ
ア
ー
と
い
っ
て
、
Ｂ
型
や
Ｃ

型
の
ウ
イ
ル
ス
が
陽
性
で
も
、
肝
機

能
が
正
常
の
人
が
い
ま
す
。
こ
う
い

う
人
は
定
期
的
な
血
液
検
査
や
超
音

波
に
よ
る
検
査
を
受
け
て
、
肝
ガ
ン

の
発
病
を
監
視
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
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「
海
洋
深
層
水
」の

く
み
上
げ
を
事
業
化

北
海
道

熊
石
町

町
は
、
高
い
清
浄
性
を
持
ち
、
栄

養
素
が
豊
富
な
こ
と
か
ら
新
た
な
海

洋
資
源
と
し
て
幅
広
い
用
途
が
見
込

ま
れ
て
い
る
水
深
二
〇
〇
�
以
上
の

「
海
洋
深
層
水
」
の
く
み
上
げ
を
事

業
化
す
る
方
針
を
決
め
、
二
〇
〇
二

年
度
に
総
事
業
費
二
十
億
円
を
か
け

て
取
水
施
設
を
建
設
し
、
二
〇
〇
三

年
度
か
ら
民
間
企
業
へ
販
売
し
て
い

く
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。

合
併
浄
化
槽
の
普
及
推
進

で
集
落
ご
と
に
説
明
会

山
形
県

朝
日
町

生
活
雑
排
水
に
よ
る
河
川
の
水
質

汚
濁
を
防
止
し
て
い
く
た
め
合
併
浄

化
槽
の
普
及
を
推
進
し
て
い
る
町

は
、
合
併
浄
化
槽
の
利
点
や
設
置
に

か
か
る
費
用
、
利
用
可
能
な
補
助
金

制
度
な
ど
を
住
民
に
知
っ
て
も
ら
お

う
と
、
町
職
員
二
〜
三
人
が
一
組
と

な
っ
て
各
集
落
を
訪
問
し
、
公
民
館

な
ど
で
説
明
会
を
開
催
し
て
い
る
。

「
か
ら
む
し
織
の
里
」づ
く
り

で
構
成
施
設
を
整
備

福
島
県

昭
和
村

村
は
、
村
特
産
の
イ
ラ
ク
サ
科
多

年
草
木「
カ
ラ
ム
シ
」を
テ
ー
マ
に
、

室
町
時
代
以
来
の
伝
統
織
物
「
か
ら

む
し
織
」
等
を
展
示
販
売
す
る
「
織

姫
交
流
館
」
や
、
カ
ラ
ム
シ
栽
培
に

関
す
る
資
料
を
展
示
す
る
「
か
ら
む

し
工
芸
博
物
館
」
等
で
構
成
さ
れ
る

地
域
交
流
拠
点「
か
ら
む
し
織
の
里
」

を
二
〇
〇
三
年
度
ま
で
に
整
備
す
る

こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。

下
流
地
域
の
高
齢
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
温
泉
を
寄
贈

栃
木
県

栗
山
村

千
葉
県
の
水
源
と
し
て
湯
西
川
ダ

ム
が
建
設
さ
れ
て
い
る
村
は
、
水
源

地
と
下
流
地
域
交
流
の
一
環
と
し

て
、
千
葉
県
習
志
野
市
の
高
齢
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
「
芙
蓉
園
」
の
利
用
者

に
村
内
の
温
泉
に
入
浴
し
て
も
ら
お

う
と
、温
泉
約
九
立
方
�
を
寄
贈
し
、

同
園
内
の
浴
槽
ま
で
搬
送
し
た
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト
巡
回

の
バ
ス
を
試
験
走
行

群

馬

県

伊
香
保
町

全
国
有
数
の
温
泉
街
を
擁
し
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
町
で
は
、

観
光
客
の
「
足
」
と
し
て
温
泉
街
や

周
辺
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
回
す
る

バ
ス
の
運
行
を
計
画
し
て
お
り
、
一

か
月
間
の
試
験
走
行
を
実
施
し
、
現

在
利
用
状
況
や
利
用
者
の
声
な
ど
を

基
に
運
行
ル
ー
ト
や
料
金
、
運
行
時

間
な
ど
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

転
作
野
菜
等
を

学
校
給
食
用
に
活
用

千
葉
県

干
潟
町

転
作
水
田
で
レ
ン
コ
ン
、麦
、大
豆

な
ど
を
栽
培
し
て
い
る
町
で
は
、公

立
小
中
学
校
と
栽
培
農
家
と
の
間
で

契
約
を
結
ん
で
給
食
用
食
材
と
し
て

転
作
水
田
で
栽
培
し
た
野
菜
、大
豆
、

小
麦
を
買
い
取
り
、調
理
法
な
ど
を
検

討
の
う
え
、給
食
に
活
用
し
て
い
る
。

固
定
資
産
税
の
優
遇
措
置

は
十
年
間
に
期
限
設
定

山

梨

県

河
口
湖
町

町
は
、
一
九
七
八
年
度
か
ら
町
内

の
国
土
交
通
省
登
録
の
国
際
観
光
ホ

テ
ル
に
対
し
恒
久
的
な
固
定
資
産
税

の
優
遇
措
置
（
建
物
評
価
額
の
一
・

〇
％
）
を
と
っ
て
観
光
地
づ
く
り
を

進
め
て
き
た
が
、
税
負
担
見
直
し
の

一
環
と
し
て
、
軽
減
税
率
に
十
年
間

の
期
限
を
設
け
、
期
限
が
過
ぎ
た
ホ

テ
ル
に
は
標
準
税
率（
同
一
・
四
％
）

を
適
用
す
る
こ
と
に
し
た
。

統
合
型
地
図
情
報

シ
ス
テ
ム
の
導
入

大
阪
府

島
本
町

行
政
の
効
率
化
と
情
報
公
開
の
促

進
に
つ
な
げ
る
た
め
、
町
は
、
消
防

署
の
通
信
網
や
上
下
水
道
の
配
管
の

埋
設
状
況
な
ど
の
情
報
を
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
て
共
通
の
地
図
で

一
元
的
に
管
理
で
き
る
「
統
合
型
地

図
情
報
シ
ス
テ
ム
」
の
検
討
を
進
め

て
お
り
、
導
入
経
費
や
シ
ス
テ
ム
内

容
な
ど
ま
と
め
て
い
く
。

「
え
ー
と
こ
Ｍ
Ａ
Ｐ
」

を
作
成
配
布

広
島
県

大
野
町

町
は
、町
制
五
十
周
年
を
記
念
し

て
、町
民
か
ら
募
集
し
た
情
報
に
基

づ
き
後
世
に
残
し
た
い
場
所
や
お
も

し
ろ
い
遊
び
場
所
、お
い
し
い
お
店

な
ど
約
五
十
か
所
を
紹
介
し
た「
え
ー

と
こ
Ｍ
Ａ
Ｐ（
マ
ッ
プ
）」を
一
万
枚
作

成
し
、町
内
全
戸
に
配
布
し
て
い
く
。

「
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ｄ
Ａ
オ
リ
ー
ブ
の
会
」

で
町
お
こ
し

香
川
県

池
田
町

町
は
、
町
関
係
者
、
住
民
団
体
、

生
産
者
、
オ
リ
ー
ブ
加
工
会
社
、
県

農
業
試
験
場
の
専
門
家
な
ど
産
官
民

十
七
人
で
構
成
さ
れ
る
「
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ｄ

Ａ
オ
リ
ー
ブ
の
会
」
を
結
成
し
、
オ

リ
ー
ブ
栽
培
に
積
極
的
に
乗
り
出
し

て
遊
休
地
の
有
効
活
用
を
図
っ
て
い

く
と
と
も
に
、
観
光
Ｐ
Ｒ
と
ま
ち
お

こ
し
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

特
産
品
の
ヒ
シ
の
実
料
理

で
食
文
化
の
復
活

福
岡
県

大
木
町

町
の
第
三
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
町
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー「
ア
ク
ア
ス
」は
、

か
つ
て
は
秋
の
味
覚
と
し
て
食
さ
れ

た
が
、
最
近
食
べ
る
人
が
減
っ
て
き

て
い
る
特
産
品
の
ヒ
シ
の
実
を
使
っ

た
ア
イ
デ
ア
料
理
を
募
集
し
、
食
文

化
の
復
活
と
次
代
へ
の
継
承
を
図
っ

て
い
る
。

「
対
馬
日
韓
交
流
協
議
会
」

を
設
立

長

崎

県

巌
原
町
外
五
町

九
州
よ
り
も
朝
鮮
半
島
に
近
く
、

歴
史
的
に
韓
国
と
の
つ
な
が
り
が
深

い
巌
原
町
な
ど
対
馬
六
町
は
、
六
町

長
と
県
対
馬
支
庁
長
、
観
光
物
産
協

会
長
な
ど
十
一
人
で
構
成
さ
れ
る

「
対
馬
日
韓
交
流
協
議
会
」
を
設
立

し
、
官
民
連
携
し
て
韓
国
と
の
交
流

イ
ベ
ン
ト
の
検
討
や
韓
国
か
ら
の
観

光
客
促
進
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

メ
ー
ル
送
信
者
を

「
ウ
ェ
ブ
町
民
」と
し
て
登
録

鹿
児
島
県

薩

摩

町

過
疎
化
が
進
ん
で
い
る
町
は
、

ネ
ッ
ト
上
の
人
口
を
増
や
し
活
性
化

を
図
っ
て
い
こ
う
と
、
町
開
設
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
対
し
、
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
や
氏
名
を
入
力
し
た
メ
ー
ル

を
送
信
し
た
人
を
、
町
内
外
の
居
住

を
問
わ
ず
「
ウ
ェ
ブ
町
民
」
と
し
て

登
録
し
て
お
り
、
今
後
は
町
政
へ
の

意
見
を
聞
い
た
り
し
て
い
く
。

共
働
き
の
保
護
者
支
援
で

園
児
預
か
り
時
間
を
延
長

沖

縄

県

東
風
平
町

共
働
き
な
ど
の
保
護
者
を
支
援

し
、
幼
児
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
い

く
た
め
、
町
は
、
町
立
幼
稚
園
の
教

育
時
間
が
終
わ
っ
た
後
も
引
き
続
き

午
後
五
時
ま
で
、
一
人
当
た
り
月
額

五
千
円
で
園
児
を
預
か
り
面
倒
を
見

て
い
く
、「
預
か
り
保
育
」
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
し
て
い
る
。

カ
プ
セ
ル
Ｎ
ｏ
ｗ
＆
Ｎ
ｅ
ｗ

カカカカカカカカカカカカカカカカ
ププププププププププププププププ
セセセセセセセセセセセセセセセセ
ルルルルルルルルルルルルルルルル
ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ
ｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏ
ｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗ
＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆
ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ
ｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅ
ｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗ
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
大
河
ド
ラ
マ
で
、
北

条
時
宗
が
主
人
公
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
鎌
倉
時
代
は
、
歴
史

の
上
で
は
武
士
団
の
台
頭
や
宗
教
界
に

も
新
し
い
宗
派
が
生
ま
れ
た
、
日
本
歴

史
の
上
で
大
き
な
変
革
の
時
代
が
あ
り

ま
す
が
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
は
あ
ま
り
取

り
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

源
氏
と
平
家
の
合
戦
に
は
、
源
義
経

と
い
う
ス
タ
ー
が
お
り
ま
し
た
し
、
平

清
盛
、
後
白
河
法
皇
と
い
う
話
題
性
に

富
ん
だ
人
物
が
い
な
い
、
い
わ
ゆ
る
地

味
な
イ
メ
ー
ジ
が
鎌
倉
時
代
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
ま
し
て
、
源
氏
は
頼
朝
、

頼
家
、
実
朝
と
三
代
で
亡
び
、
実
質
的

な
権
限
を
握
る
北
条
氏
も
、
初
代
の
時

政
と
頼
朝
の
妻
政
子
以
外
は
地
味
な
イ

メ
ー
ジ
で
す
。

北
条
氏
が
執
権
と
い
う
地
位
を
得

て
、
将
軍
は
飾
り
だ
け
の
地
位
に
し
な

が
ら
執
権
を
中
心
に
武
士
団
を
統
括
し

て
い
く
歴
史
を
み
ま
す
と
、二
代
義
時
、

三
代
泰
時
、
五
代
時
頼
、
八
代
時
宗
と

名
執
権
が
出
て
お
り
ま
す
。
源
実
朝
亡

き
あ
と
、
姉
政
子
と
義
時
が
承
久
の
乱

を
乗
り
切
り
、
そ
し
て
鎌
倉
幕
府
の
基

礎
を
つ
く
り
ま
し
た
。
後
の
武
士
社
会

の
基
本
法
と
な
る
貞
永
式
目
（
御
成
敗

式
目
五
十
一
ケ
条
）
を
制
定
し
た
三
代

泰
時
な
ど
、
も
う
一
度
歴
史
の
舞
台
に

登
場
さ
せ
、
現
代
の
政
治
の
あ
り
方
や

権
力
を
持
つ
者
の
身
の
処
し
方
な
ど
、

学
ぶ
こ
と
が
必
要
な
よ
う
に
お
も
わ
れ

ま
す
。

御
成
敗
式
目
は
鎌
倉
幕
府
の
基
本
法

で
、
源
頼
朝
以
来
の
慣
習
法
や
判
例
な

ど
を
基
に
、
御
家
人
の
権
利
・
義
務
・

所
領
の
訴
訟
な
ど
を
武
士
に
も
わ
か
る

よ
う
な
文
章
で
成
文
法
と
し
た
も
の
で

す
が
、
以
後
、
徳
川
幕
府
ま
で
武
家
時

代
を
通
じ
て
模
範
と
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
ま
す
。

さ
ら
に
泰
時
は
、
執
権
と
い
う
権
力

を
一
人
占
め
に
す
る
の
で
は
な
く
、
連

署
と
い
う
執
権
に
次
ぐ
地
位
を
設
置

し
、
命
令
書
に
執
権
と
並
ん
で
署
名
す

る
体
制
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。ま
た「
評

定
衆
」
十
三
名
を
置
き
、
北
条
氏
だ
け

の
専
制
に
な
ら
ぬ
よ
う
、
御
家
人
（
関

東
武
士
団
）
の
合
議
制
を
取
り
入
れ
た

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

泰
時
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
源
頼

朝
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
た
武
士
団
の
権

利
や
義
務
に
つ
い
て
、
そ
れ
ま
で
の
公

家
社
会
に
続
い
て
き
た「
律
令
の
法
制
」

に
対
し
て
、
新
し
い
「
道
理
」
と
し
て

成
文
法
化
し
た
も
の
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
。鎌

倉
時
代
は
、「
武
士
階
層
、
宗
教

界
を
は
じ
め
農
民
や
庶
民
の
階
層
に
変

化
が
起
こ
っ
た
」
と
い
う
よ
り
そ
の
変

革
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
っ
て
形
成
さ
れ

た
新
し
い
時
代
と
い
え
る
と
お
も
い
ま

す
。
そ
れ
で
こ
そ
北
条
泰
時
の
主
張
す

る
道
理
の
筋
を
通
す
こ
と
が
必
要
で

あ
っ
た
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

目
を
転
じ
て
現
代
を
み
ま
す
と
、
地

方
分
権
論
議
か
ら
分
括
法
の
執
行
、
さ

ら
に
は
市
町
村
合
併
と
そ
の
法
制
化
な

ど
が
中
央
で
は
論
じ
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
過
程
は
鎌
倉
時
代
創
設
は
地

方
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
そ
し
て
時
の

公
家
政
治
の
行
き
詰
ま
り
と
い
う
こ
と

で
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
な

ら
ば
、
日
本
の
現
状
は
中
央
集
権
的
な

政
治
手
法
、
行
財
政
手
法
か
ら
脱
す
る

こ
と
な
し
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
り
、
地
方
の
力
が
大
き
な
変
革
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
新
し
い
「
道
理
」
に

な
る
ま
で
に
到
っ
て
い
る
で
し
ょ
う

か
。地

方
（
都
市
農
山
漁
村
を
問
わ
ず
）

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実
態
を
肌
で
感
じ
、

そ
こ
で
政
治
を
行
っ
て
い
る
地
方
自
治

体
が
、
い
ま
必
要
と
し
て
い
る
地
方
分

権
（
地
方
自
治
）
と
は
ど
う
い
う
も
の

で
あ
る
の
か
、
そ
し
て
中
央
と
い
う
政

治
体
制
は
ど
う
い
う
変
革
を
求
め
ら
れ

て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
ど
の
場
で
論

議
さ
れ
、
行
動
に
移
さ
れ
、
新
た
な
変

革
と
道
理
の
誕
生
に
つ
な
が
る
か
、
そ

の
過
程
の
不
透
明
さ
が
現
在
の
日
本
の

閉
塞
状
況
を
示
し
て
い
る
と
お
も
わ
れ

る
の
で
あ
り
ま
す
。
大
変
革
の
前
触
れ

の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
意
識
す
る
か

が
、
町
村
長
の
役
割
だ
と
お
も
う
の
で

あ
り
ま
す
。

秋田県町村会長
かくの だて

角 館 町 長

高 橋 雄 七

■

地
方
自
治
の
道
理
は
生
ま
れ
る
か

│
鎌
倉
時
代
に
学
ぶ
│

随 想
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住
民
訴
訟
被
告
を
機
関
へ

ー
地
方
自
治
法
一
部
改
正
法
案
国
会
提
出
ー

今
冬
の
豪
雪
に
対
し
特
例
措
置
等

食
品
の
食
べ
残
し
や
廃
棄
の
実
態
を
公
表

ー
農
林
水
産
省
が
初
調
査
ー

総
務
省
は
、
こ
の
た
び
、
第
二
十
六
次

地
方
制
度
調
査
会
答
申
及
び
地
方
分
権
推

進
委
員
会
の
意
見
を
踏
ま
え
、
地
方
分
権

を
推
進
、
住
民
自
治
の
更
な
る
充
実
を
図

る
と
い
う
観
点
か
ら
地
方
自
治
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
案
を
国
会
に
提
出
し
た
。

今
回
の
改
正
案
の
う
ち
、
�
地
方
自
治

体
か
ら
要
望
の
強
か
っ
た
住
民
訴
訟
制
度

に
つ
い
て
は
、
長
や
職
員
個
人
を
被
告
と

す
る
現
行
制
度
（
四
号
訴
訟
）
を
執
行
機

関
を
被
告
と
す
る
こ
と
に
改
め
る
訴
訟
類

型
の
再
構
成
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

原
告
勝
訴
時
の
弁
護
士
費
用
の
公
費
負
担

を
す
べ
て
の
訴
訟
類
型
に
拡
大
す
る
と
し

て
い
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
住
民
訴
訟
の

前
提
と
な
る
住
民
監
査
請
求
制
度
に
つ
い

て
も
、
監
査
委
員
に
よ
る
暫
定
的
な
停
止

勧
告
制
度
の
創
設
や
審
査
手
続
き
の
充
実

を
図
る
た
め
の
専
門
家
へ
の
意
見
聴
取
等

が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

�
直
接
請
求
要
件
の
緩
和
等
に
つ
い
て

は
有
権
者
四
十
万
以
上
の
団
体
の
解
散
・

解
職
の
署
名
収
集
要
件
を
現
行
の
三
分
の

一
か
ら
緩
和
す
る
こ
と
や
、
条
例
の
制
定

改
廃
請
求
の
代
表
者
に
対
し
議
会
審
議
の

場
で
の
意
見
陳
述
機
会
を
保
障
す
る
と
し

て
い
る
。

さ
ら
に
、
�
地
方
議
会
制
度
の
充
実
を

図
る
た
め
、
議
員
派
遣
に
つ
い
て
そ
の
根

拠
及
び
手
続
を
明
確
化
す
る
こ
と
や
議
会

に
お
け
る
選
挙
に
点
字
投
票
を
導
入
す
る

こ
と
等
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

今
冬
の
豪
雪
は
、
北
海
道
・
東
北
・
北

陸
地
方
を
中
心
と
し
過
去
十
年
間
最
高
の

平
成
七
年
度
に
対
し
一
四
％
増
、
過
去
五

年
平
均
に
対
し
三
二
％
増
と
な
っ
た
。
こ

の
た
め
豪
雪
地
域
の
市
町
村
な
ど
で
除
排

雪
費
に
対
す
る
経
費
が
当
初
予
算
を
大
き

く
上
回
る
な
ど
深
刻
な
影
響
が
出
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
国
土
交
通

省
で
は
、「
平
成
十
二
年
度
豪
雪
に
お
け

る
除
雪
費
の
増
額
措
置
等
」
の
決
定
を
し

た
。こ

れ
に
よ
る
と
幹
線
市
町
村
道
の
除
雪

費
に
対
す
る
臨
時
特
例
措
置
と
し
て
、
一

八
道
府
県
三
六
七
市
町
村
を
対
象
と
し
、

事
業
費
に
つ
い
て
六
三
億
円
を
措
置
し
て

い
る
。
通
常
、
市
町
村
道
の
除
雪
費
に
は

国
庫
補
助
は
実
施
し
て
い
な
い
が
、
今
年

度
は
自
治
体
の
負
担
が
増
え
て
い
る
た
め

臨
時
特
例
措
置
と
し
て
、
昭
和
六
十
年
度

以
来
の
十
五
年
ぶ
り
に
補
助
す
る
こ
と
を

決
め
た
。
こ
の
他
、
国
道
・
道
府
県
道
に

つ
い
て
は
、「
積
雪
寒
冷
特
別
地
域
に
お

け
る
道
路
交
通
の
確
保
に
関
す
る
特
別
措

置
法
」
に
基
づ
き
十
二
年
度
は
既
に
約
六

万
キ
ロ
の
指
定
路
線
を
対
象
に
除
雪
事
業

を
実
施
し
事
業
費
三
〇
四
億
円
を
配
分
し

て
い
る
が
、
こ
の
豪
雪
を
考
慮
し
て
除
雪

事
業
費
に
つ
い
て
一
一
六
億
円
を
追
加
措

置
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
、
総
務
省
で
は
、
今
月
十
三
日
に

閣
議
決
定
さ
れ
た
平
成
十
二
年
度
特
別
交

付
税
の
三
月
交
付
額
の
算
定
に
あ
た
っ

て
、
こ
の
豪
雪
対
策
の
た
め
除
排
雪
経
費

の
市
町
村
分
と
し
て
対
前
年
度
七
五
億
円

増
の
二
二
二
億
円
、
道
府
県
分
と
合
わ
せ

過
去
最
大
の
二
八
七
億
円
を
計
上
し
交
付

し
た
。

農
林
水
産
省
は
、
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
計
画
や
食
生
活
指
針
に
掲
げ
ら
れ
た

食
料
消
費
に
つ
い
て
の
課
題
で
あ
る
食
品

の
食
べ
残
し
や
廃
棄
の
減
少
に
向
け
、
そ

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
世
帯
や

外
食
産
業
等
を
対
象
に
、
食
品
を
食
べ
残

し
廃
棄
す
る
食
品
ロ
ス
率
に
つ
い
て
初
め

て
調
査
を
実
施
し
、
こ
の
ほ
ど
結
果
を
公

表
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
食
品
の
消
費
段
階
で

あ
る
世
帯
及
び
外
食
産
業
に
お
け
る
食
品

ロ
ス
率
は
、
そ
れ
ぞ
れ
七
・
七
％
、
五
・

一
％
と
な
っ
て
い
る
。

単
身
、
二
人
世
帯
、
三
人
以
上
世
帯
に

分
け
た
世
帯
員
構
成
別
の
食
品
ロ
ス
率

は
、
ど
の
世
帯
も
七
％
台
で
ほ
と
ん
ど
差

は
な
か
っ
た
が
、
三
人
以
上
の
世
帯
に
お

い
て
、
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
が
い
な

い
世
帯
は
九
・
三
％
と
高
く
な
っ
て
い
る

の
に
対
し
、
高
齢
者
の
い
る
世
帯
は
、
六
・

五
％
と
低
く
な
っ
て
お
り
、
高
齢
者
の
存

在
が
食
品
ロ
ス
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

ま
た
、
外
食
産
業
に
つ
い
て
、
業
種
・

形
態
別
に
食
品
ロ
ス
率
を
見
る
と
、
大
衆

食
堂
、
中
華
料
理
店
、
そ
ば
屋
、
喫
茶
店

等
の
一
般
飲
食
店
で
は
三
％
前
後
、
ホ
テ

ル
、
保
養
所
等
を
含
む
旅
館
・
そ
の
他
の

宿
泊
所
で
は
七
・
二
％
と
な
っ
て
い
る
が
、

結
婚
披
露
宴
や
宴
会
で
は
そ
れ
ぞ
れ
二
十

三
・
九
％
、
十
五
・
七
％
と
非
常
に
高
い

結
果
と
な
っ
て
い
る
。

農
林
水
産
省
で
は
、
今
回
の
調
査
を
踏

ま
え
、
食
料
資
源
の
有
効
利
用
、
環
境
へ

の
負
荷
の
低
減
と
い
っ
た
観
点
か
ら
も
、

消
費
者
・
食
品
産
業
の
事
業
者
等
に
対
し
、

食
品
の
食
べ
残
し
や
廃
棄
の
見
直
し
を
一

層
呼
び
か
け
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
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赤坂見附方面�

至�
市�
ヶ�
谷�

都道府県会館�

永田町駅�

参議院議員会館�

最高裁判所�

高速道路公団�

高速�4号新
宿線�

青山通り�

永田町�
合同庁舎�

国立�
国会図書館�

至日比
谷�

相互ビル�

砂防会館�

全国町村会館�

全国町村会館西館�
永田町駅�

国会議事堂�

東京湾�

全国町村会館�

国立国会図書館�

土�・�日�・�祝日�ご宿泊�＜�特別料金�＞�

シ�ン�グ�ル�A 6,800円�（通常料金�  8,500円）�

ツ �イ �ン�A 12,800円�（通常料金�16,000円）�

金�曜�の�ご�宿�泊�は�通�常�料�金�の�15％�OFFに�て�ご�利�用�
い�た�だ�け�ま�す�。�

●�東京デ�ィ�ズニ�ー�ラ�ン�ド／�地下鉄�永�田�町駅か�ら�JR舞�浜�駅�ま�で約�34分�

●�浅草／�地下鉄赤坂見附駅�か�ら�浅草駅�ま�で約�27分�

●�東京�タ�ワ�ー�／�地下鉄永田町駅�か�ら�御成門駅�ま�で約�25分�

●�後楽園遊園地／�地下鉄永田町駅�か�ら�後楽園駅�ま�で約�10分�

●�東京都庁展望室／�地下鉄赤坂見附�駅�か�ら�新宿駅�ま�で約�10分�

東京観光地へのア�ク�セ�ス�ガイ�ド�

（�　　　　　　）�

都�心�に�生�ま�れ�た�ゆ�と�り�と�や�す�ら�ぎ�の�空�間�
官�庁�街�に�近�く�、�最�適�な�ロ�ケ�ー�シ�ョ�ン�を�

誇�る� 全国町村会�館�。�

一流�ホ�テ�ル�（�帝�国�ホテ�ルグ�ル�ー�プ�）�

と�の�提携�に�よ�る�上質�な�サ�ー�ビス�と�、�

味�わい�豊�か�な�料理�、�

ゆ�と�り�の�あ�る�客室�で�

皆様�を�お�も�て�な�し�

い�た�し�ま�す�。�

シ�ン�グル�131室� 8,500円�よ�り�
ツ�イ�ン　� 18室� 16,000円�よ�り�

★�8～�16F

客�室は�広�めで�（�シ�ング�ル�18m2）�羽�毛�寝�具�に�
よ�り�心地�よ�い�睡眠�に配�慮�い�た�し�て�お�り�ま�
す�。�す�べ�て�の�客�室�は�快�適�な�7階�以�上�の�
上層階�に配�さ�れ�、�リ�ラ�ッ�ク�ス�し�て�い�た�だ�く�
た�め�の静�か�な�空�間�を�作�り�上�げ�ま�し�た�。�

く�つ�ろ�ぎ�を�最優先�に�こ�だ�わ�っ�た�客室�

シングル�

東京�で�の�週末�・�祝日�のご�利用�に�特別サ�ー�ビ�ス�

（室料）�

交通�の�便利�な�ロ�ケ�ー�シ�ョ�ン�で�、�

多勢�の�人�に�お集�り�い�た�だ�く�

パ�ー�テ�ィ�ー�な�ど�に�最適�です�。�

ま�た�大小�4つ�の�ホ�ー�ル�・�会議室が�あ�り�、�

幅�広�い�用�途�にお�使�い�いた�だけ�ま�す�

特�別�サ�ー�ビ�ス�と�し�て�

地元�よ�り�の�特産品�な�ど�、�
持�ち�込�み�は自由�です�。�
ご�希�望�に�よ�り�調�理�も�いた�し�ま�す�。�

各行事の際�に�、�町村�よ�り�一括�し�て�ご宿泊�
を�お申�し�込�み�い�た�だ�い�た�場合�は�、�すべ�て�
会員の特別料金�を�適用�い�た�し�ま�す�。�

ご宿泊料金�を�
最大�20％�割引�き�い�た�し�ま�す�。�

※�ご宴�会�な�ど�の�お�料理�は�、�ご希�望�と�ご予�算�に�応�じ�、�　�
洋食�・�和食の�いず�れ�も�ご用意い�た�し�ま�す�。�

〒�100-0014  東京�都�千代�田区�永田�町�１�丁目�１�1番�35号�

ご�予�約�・�
お�問�い�合�せ�は�

ホール�

TEL:03(3581)0471 FAX:03(3581)0220

（�2名）�

［�交�通�案�内�］�
有�楽�町�線�・�半�蔵�門�線�・�南�北�線�
「�永�田�町�駅�」�3番出口徒歩�1分�

丸�の�内�線�・�銀�座�線�「�赤�坂�見�附�駅�」�徒�歩�5分�
タクシー　東京駅から約�20分�

在京出身者の集�いな�ど�
町村主催の各種行事�

自治大学校な�どの交友会�

小�・�中学校の東京�での行事参加�

職員旅行�・�家族旅行�

東京観光�の�拠点�に�最適�

（室料）�

［宿�泊利用�助成券�契約市�町村�職員共�済組合�等一覧�］�

 

北海�道市町�村職員�福祉協�会�・�青森県�・�福島�県�・�茨城�県�・�栃木県�・�群馬県�・�埼玉県�・�千葉県�・�東京�都�・�神奈�川県�・�山梨�県�・�新潟県�・�富山県�・�石川�県�・�福井県�・�長野�県�・�岐阜�県�・�静岡県�・�愛知県�・�三重県�・�
滋賀県�・�京都府�・�兵庫県�・�奈良県�・�和歌山県�・�鳥取県市�町村職員互助会�・�島根県�・�島根県市町村職�員年金者連�盟�・�岡山県�・�広島県�・�山口県�・�高知県�・�福岡県�・�長崎県�・�熊本県�・�大分県�・�宮崎県�・�鹿児島県�・�沖縄県�・�地方職員共済組�合�（団体共済�部）�
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